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一
、
は
じ
め
に

日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
壮
士
劇
・
新
演
劇
・
正
劇
（
本
論
文
で
は
主
に
「
新
演
劇
」
の
呼
称
に
代
表
さ
せ
る
）
は
、
台
湾
人

（
本
島
人
）
知
識
層
に
よ
る
新
劇
活
動
と
の
関
連
で
、
日
台
双
方
の
研
究
者
に
よ
っ
て
活
発
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る

主
要
研
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
邱
坤
良
『
旧
劇
與
新
劇
日
治
時
期
臺
灣
戯
劇
之
研
究
（
一
八
九
五
～
一
九
四
五
）』（
自
立
晩
報
社
文
化
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）

・
楊
渡
『
日
拠
時
期
台
湾
新
劇
運
動
（
一
九
二
三
～
一
九
三
六
）』（
時
報
文
化
出
版
企
業
有
限
公
司
、
一
九
九
四
年
八
月
）

・
井
上
理
恵
「
日
本
統
治
で
生
ま
れ
た
川
上
の
演
劇
「
台
湾
鬼
退
治
」、「
オ
セ
ロ
」、
生
蕃
討
伐
―
」（『
吉
備
国
際
大
学
研
究

紀
要 

社
会
学
部
』
一
九
、二
〇
〇
九
年
）

・
石
婉
舜
「
搬
演
『
台
湾
』：
日
治
時
期
的
台
湾
劇
場
、
現
代
化
与
主
題
型
構
」、
国
立
台
北
芸
術
大
学
戯
劇
学
院
戯
劇
系
博
士

学
位
論
文
、
二
〇
一
〇
年
）

・
李
宛
儒
「
日
本
統
治
下
に
お
け
る
台
湾
近
代
劇
の
生
成
と
発
展
―
植
民
地
知
識
人
の
演
劇
活
動
の
系
譜
を
中
心
に
―
」

５　

日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
新
演
劇
興
行
の
推
移

　
　
　
　

―
高
松
豊
次
郎
参
入
以
前
の
動
向
を
中
心
に
―

�

中
尾　

薫
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（
二
〇
一
二
年
、
名
古
屋
大
学
提
出
博
士
論
文
）

・
陳
怡
如
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
総
督
府
に
よ
る
文
化
政
策
の
構
築
過
程
と
そ
の
特
質
に
関
す
る
研
究
―
一
八
九
五
年
～

一
九
三
六
年
の
「
表
演
芸
術
」
に
対
す
る
諸
施
策
か
ら
の
考
察
』（
二
〇
一
九
年
博
士
論
文
、
神
戸
大
学
）

・
間
ふ
さ
子
「
戦
時
下
台
湾
に
お
け
る
近
代
演
劇
」（
神
山
彰
編
『
戦
時
下
の
演
劇
―
国
策
劇
・
外
地
・
収
容
所
』（
森
話
社
、

二
〇
二
三
年
）

こ
の
う
ち
台
湾
で
の
新
劇
運
動
の
仕
掛
人
と
し
て
、
映
画
産
業
で
成
功
を
収
め
た
興
行
師
高
松
豊
次
郎
の
存
在
が
あ
り
、
彼
の
演

劇
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
石
婉
舜
氏
な
ど
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
１

。
高
松
の
台
湾
で
の
演
劇
界
へ
の
参
入
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
皇
民
化
運
動
や
、
演
劇
へ
の
弾
圧
が
激
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
台
湾
人
（
本
島
人
）
の
抵
抗
と
台
湾
独
自
の

演
劇
文
化
の
形
成
へ
の
動
き
に
対
し
て
、
い
わ
ば
、
反
面
教
師
的
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。
い
っ
ぽ
う
で
高
松
の
参
入
と
演
劇
活
動

の
意
味
は
、
そ
れ
ま
で
の
台
湾
に
お
け
る
演
劇
事
情
と
の
対
比
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
頃
か
ら
台
北
市
街
地
や
基
隆
を
中
心
に
、
壮
士
芝
居
、
書
生
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の

の
（
陳
怡
如
（
二
〇
一
九
））、
そ
れ
ら
は
移
植
者
で
あ
る
日
本
人
（
内
地
人
）
が
、
内
地
の
演
劇
を
内
地
人
の
た
め
の
娯
楽
と
し
て

移
入
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
著
名
な
演
劇
人
の
活
躍
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
検
討
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
２

。

ま
た
、
高
松
の
演
劇
に
対
す
る
働
き
か
け
と
、
台
湾
人
に
よ
る
新
劇
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
高
松
参
入
以
前
の
台
湾
に
お
け
る
演
劇
事
情
に
つ
い
て
、
よ
り
緻
密
な
実
態
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。

本
論
文
で
は
こ
の
視
点
に
た
っ
て
、
ま
ず
は
高
松
自
身
の
言
葉
か
ら
演
劇
界
参
入
の
意
図
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
れ
以
前
、
特
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に
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
代
～
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
代
初
頭
の
台
湾
に
お
け
る
劇
場
と
「
新
演
劇
」
興
行
の
実
態
と
の
関
連

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
本
論
文
は
、
日
本
植
民
地
研
究
会
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
六
日
、
於
京
都
大
学
）
に
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
、
お
よ
び
そ

の
際
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
徐
禎
完
先
生
に
事
前
に
提
出
し
た
論
文
に
基
づ
き
、
徐
禎
完
先
生
は
じ
め
、

植
民
地
研
究
会
の
各
氏
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
、
そ
の
後
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
引
用
資

料
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
傍
線
、
句
読
点
を
加
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
傍
線
も
補
っ
て
い
る
。

二
、
高
松
豊
次
郎
の
履
歴
と
台
湾
で
の
活
動

高
松
豊
次
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
五
二
）
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、松
本
克
平
『
日
本
社
会
主
義
演
劇
史　

明
治
大
正
編
』（
一
九
七
五

年
、
筑
摩
書
房
）
が
詳
し
い
。
同
書
は
各
記
述
の
典
拠
が
充
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
松
本
の
文
章
を
要
約

す
る
こ
と
で
、
高
松
豊
次
郎
の
履
歴
と
台
湾
へ
至
る
経
緯
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

松
本
は
「
明
治
革
命
劇
に
情
熱
を
注
ぎ
な
が
ら
挫
折
転
向
し
て
行
っ
た
人
々
」
の
代
表
的
な
人
物
の
ひ
と
り
と
し
て
「
活
動
写
真

屋
高
松
豊
次
郎
」
を
あ
げ
る
。
松
本
に
よ
れ
ば
、
高
松
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
福
島
に
あ
る
飯
坂
温
泉
の
旅
館
高
松
屋
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
九
歳
で
メ
キ
シ
コ
に
留
学
し
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
移
民
と
し
て
渡
る
計
画
を
す
る
が
、
い
ず
れ
も
計
画
段

階
で
挫
折
す
る
。
ア
メ
リ
カ
行
き
の
渡
航
費
を
貯
め
る
た
め
に
鐘
ケ
淵
紡
績
に
就
職
し
、
危
険
手
当
の
つ
く
打
綿
工
業
に
従
事
し
た

際
、
機
械
に
よ
っ
て
左
腕
を
切
断
し
た
こ
と
で
、
進
路
を
再
考
す
る
こ
と
と
な
る
。
高
松
は
、
危
険
手
当
以
上
の
手
当
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
、労
働
者
の
保
護
に
無
関
心
の
産
業
界
や
政
府
の
あ
り
か
た
に
憤
り
を
覚
え
、仕
事
を
辞
め
て
明
治
法
律
学
校
（
明

治
大
学
の
前
身
）
に
入
学
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、総
理
大
臣
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
は
明
治
法
律
学
校
の
顧
問
で
、苦
学
生
で
あ
っ
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た
高
松
を
「
愛
し
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
落
語
家
三
遊
亭
円
遊
の
弟
子
と
し
て
落
語
・
講
談
を
習
い
、
こ
れ
が
労
働
運
動
の
出
発
点

に
な
っ
た
。

高
松
は
、
明
治
法
律
学
校
卒
業
後
に
帰
郷
し
、
そ
こ
で
片
山
潜
の
遊
説
に
感
銘
を
う
け
、
労
働
運
動
に
接
近
し
て
い
く
。
当
初
は

片
山
潜
ら
が
結
成
し
た
「
労
働
組
合
期
成
会
」
の
活
動
に
協
力
し
て
、
落
語
や
講
談
の
話
術
を
取
り
入
れ
て
職
工
に
語
り
か
け
る
と

い
う
関
わ
り
方
だ
っ
た
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
治
安
警
察
法
に
よ
っ
て
労
働
運
動
が
困
難
と
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
許
可
が
簡
単
に
お
り
る
活
動
写
真
を
労
働
者
啓
蒙
の
手
段
と
す
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。
松
本
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
博
文
に
呼
ば

れ
て
赤
坂
の
料
亭
で
活
動
写
真
を
映
写
し
た
こ
と
が
台
湾
行
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
松
本
は
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

そ
の
伊
藤
博
文
が
高
松
豊
次
郎
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
に
併
合
さ
れ
た
台
湾
の
治
安
は
ま
だ
平
静
で
は
な

か
っ
た
。
彼
は
伊
藤
博
文
に
台
湾
の
宣
撫
工
作
と
娯
楽
界
の
開
拓
を
兼
ね
て
渡
台
す
る
よ
う
に
口
説
か
れ
た
。「
少
し
く
ら
い

社
会
主
義
の
演
説
を
や
っ
て
も
か
ま
わ
ん
。
わ
し
が
後
援
す
る
か
ら
台
湾
を
巡
業
し
て
く
れ
」
と
口
説
か
れ
、
明
治
三
四
年
台

湾
に
渡
り
、
準
備
を
整
え
て
、
同
三
十
七
年
春
、
日
露
の
風
雲
急
を
告
げ
て
い
る
最
中
か
ら
高
松
は
腰
を
据
え
て
、
島
民
の
教

化
と
内
地
人
の
慰
安
の
た
め
奮
闘
し
た
の
で
あ
っ
た
。伊
藤
の
お
声
が
か
り
で
専
売
局
長
の
後
藤
新
平
も
後
楯
に
な
っ
て
く
れ
、

楽
隊
で
街
頭
宣
伝
を
し
て
お
い
て
活
動
写
真
の
興
行
を
や
っ
て
廻
っ
た
。
彼
が
社
会
主
義
の
演
説
を
や
り
な
が
ら
弾
圧
も
さ
れ

ず
名
士
扱
い
さ
れ
て
い
た
の
は
、
伊
藤
博
文
の
お
声
が
か
り
の
お
陰
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
労
資
協
調
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
を
、
伊
藤
は
そ
れ
ほ
ど
危
険
な
も
の
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

こ
こ
で
、
伊
藤
博
文
が
台
湾
の
「
宣
撫
工
作
」「
娯
楽
の
開
拓
」
と
い
う
目
的
を
述
べ
た
の
が
、
ど
こ
か
ら
得
た
情
報
な
の
か
未
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詳
で
あ
る
が
、
高
松
渡
台
の
目
的
は
台
湾
に
対
す
る
統
制
へ
の
協
力
に
あ
り
、
伊
藤
博
文
の
後
援
が
あ
っ
た
も
の
で
、
純
粋
な
興
行

で
も
、
営
利
目
的
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
松
本
は
、『
台
湾
商
工
人
名
録
』（
明
治
四
五
年
二
月
、
台
北
同
人
名
録
発
行
所
刊
）

の
以
下
の
項
目
を
紹
介
す
る
。

　

〇
演
芸
興
行
界

台
湾
同
仁
会　

台
北
撫
台
前
街　

電
話
三
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松
豊
次
郎

営
業
興
行
物
ノ
供
給
設
備

朝
日
座　

台
北　

電
話
一
六
六

基
隆
座　

基
隆　

電
話
一
三
二

竹
塹
倶
楽
部　

新
竹

嘉
義
座　

電
話
一
一
六

打
狗
座　

電
話
三
二

屏
東
座　

阿
緱　

電
話
三
九

台
中
劇
場
株
式
会
社　

台
中
電
話
二
〇
九

社
長　

樋
口
仁
三
郎

取
締
役
高
松
豊
次
郎
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右
に
よ
れ
ば
、
高
松
は
「
台
湾
同
仁
会
」
と
し
て
計
六
つ
の
興
行
設
備
と
、
台
中
で
は
、
台
中
株
式
会
社
の
取
締
役
を
つ
と
め
て

い
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
台
南
の
南
座
も
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
計
八
か
所
を
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
高
松
は

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
帰
国
し
、
国
会
議
員
に
な
る
た
め
に
福
島
県
か
ら
立
候
補
す
る
が
落
選
し
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

に
台
湾
事
業
を
後
継
者
に
譲
っ
て
台
湾
を
引
き
揚
げ
る
。

以
上
が
、
松
本
克
平
『
日
本
社
会
主
義
演
劇
史　

明
治
大
正
編
』
で
解
説
さ
れ
る
高
松
豊
次
郎
の
履
歴
と
台
湾
で
の
活
動
の
概
略

で
あ
る
。
台
湾
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
大
園
市
蔵
編
『
台
湾
人
物
誌
』（
大
正
五
年
［
一
九
一
六
］、
谷
沢
書
店
）
の
高
松
豊
次
郎
の

項
か
ら
補
足
を
す
る
と
、「
君
は
其
後
（
中
尾
注
：
日
本
で
改
良
演
芸
師
と
し
て
人
気
を
博
し
た
あ
と
）
三
十
四
年
一
万
尺
の
フ
ヰ

ル
ム
を
携
ひ
て
渡
台
し
、
当
時
の
警
視
総
長
大
島
久
満
次
氏
の
賛
助
を
得
」
て
「
蕃
人
」
の
協
力
の
も
と
、
七
ヶ
月
に
た
っ
て
「
蕃

界
」
を
撮
影
し
、
さ
ら
に
は
「
蕃
人
」
に
内
地
を
観
光
さ
せ
る
映
画
を
と
っ
て
成
功
さ
せ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
得
意
の
活
動
写
真
が

最
初
の
台
湾
で
の
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
再
渡
台
し
、
演
芸
を
も
っ
て
「
母
国
同
胞
を
慰
安
す
る
と
共
に
劇
の
感
化
力
偉
大
な

る
を
利
用
し
本
島
人
の
精
神
的
感
化
に
資
せ
ん
と
」、
全
島
に
七（

マ
マ
）

ヶ
所
の
劇
場
を
所
有
し
た
。
高
松
が
台
湾
に
呼
ん
だ
演
者
と
し
て

羽
左
衛
門
、
門
之
助
、
村
田
正
夫
、
酒
井
政
俊
、
川
上
音
二
郎
、
貞
奴
、
澤
村
訥
子
、
天
勝
、
雲
入
道
、
若
丸
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、「
内

地
随
一
の
芸
人
を
引
張
り
出
す
の
は
高
松
君
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
芸
当
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
民
政

長
官
の
求
め
に
依
り
、
領
台
以
来
の
台
湾
の
開
化
発
達
さ
れ
た
様
子
を
活
動
写
真
に
撮
り
、
東
京
、
横
浜
で
、
商
業
会
議
所
、
東
洋

協
会
、
各
代
議
士
を
招
待
し
て
供
覧
に
付
し
た
と
い
う
。
ま
た
同
年
一
月
に
は
、
台
北
円
山
間
乗
合
自
動
車
の
営
業
も
開
始
し
て
お

り
、
娯
楽
産
業
以
外
に
も
手
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
３

。

右
で
は
高
松
の
興
行
師
と
し
て
の
一
面
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
、
台
湾
に
お
け
る
演
劇
教
習
所
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
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論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
呂
訴
上
『
臺
灣
電
影
戲
劇
史
』
４

は
「
川
上
音
二
郎
率
團
來
臺
公
演
影
響
在
臺
日
人
高
松
豐
次
郎
組
織

臺
語
改
良
戲
劇
團
」（
川
上
音
次
郎
が
一
座
を
率
い
て
台
湾
で
公
演
し
た
影
響
を
う
け
、
日
本
人
の
高
松
豊
次
郎
が
台
湾
で
改
良
演

劇
団
を
組
織
し
た
）
と
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
川
上
音
二
郎
一
座
の
台
湾
公
演
が
き
っ
か
け
に
、
高
松
は
台
湾
で
改
良
演

劇
団
を
組
織
し
た
と
言
及
し
て
い
る
。
川
上
音
二
郎
を
招
い
た
の
は
高
松
豊
次
郎
の
経
営
す
る
「
台
湾
同
仁
会
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
石
婉
舜
が
、
高
松
が
組
織
し
た
改
良
演
劇
団
の
詳
細
を
検
討
し
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
～
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に

か
け
て
、
す
で
に
「
臺
灣
正
劇
練
習
所
」
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
石
婉
舜
「
殖
民
地
版
新
派
劇
的
創
成
―

「
臺
灣
正
劇
」
的
美
學
與
政
治
」）。
石
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
高
松
は
『
台
湾
日
日
新
報
』（
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
一
六

日
）
に
寄
せ
た
「
娯
楽
供
給
に
関
す
る
予
の
抱
負
」（
後
掲
）
で
、
様
々
な
嗜
好
を
持
つ
本
島
人
に
適
す
る
よ
う
な
演
劇
と
し
て
、

本
島
人
が
出
演
し
、
台
湾
で
の
出
来
事
を
題
材
と
し
た
演
劇
を
上
演
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
其
演
劇
を
為
す
べ
き
人
を
集
め
稽
古

を
さ
す
」
た
め
の
「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
の
設
立
へ
の
豊
富
を
述
べ
て
い
る
。
上
記
の
抱
負
が
掲
載
さ
れ
た
半
年
後
、
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
一
二
月
一
九
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、「
過く

わ

日じ
つ

其そ
の

筋す
ぢ

へ
許き

よ

可か

を
願

ね
が
い

出で

た
と
の
事こ

と

で
毎ま

い

日に
ち

午ご

後ヽ
七
時じ

か
ら
十

時じ

ま
で
稽け

い

古こ

を
し
て
居ゐ

る
そ
う
で
あ
る
」
と
報
じ
ら
れ
、
実
際
に
「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
が
始
動
し
た
。
同
記
事
に
は
「
内な

い

地ち

に
お

け
る
新し

ん

派ぱ

正せ
い

劇げ
き

に
則の

つ
とり

、
本ほ

ん
た
う島

人じ
ん

中ち
う

素そ

行こ
う

の
正た

だ

し
い
品ひ

ん

性せ
い

の
高か

う
け
つ潔

な
有い

う
し
し
や

志
者
」
を
募
り
、「
本ほ

ん
た
う島

の
人に

ん
ぜ
う情

風ふ
う
ぞ
く俗

を
参さ

ん

酌し
や
くし

正せ
い

義ぎ

人じ
ん

道だ
う

に
合が

つ

す
る
処と

こ
ろを

根こ
ん
き
よ拠

と
し
て
劇げ

き

を
仕し

く組
み
一
般ぱ

ん

本ほ
ん

島た
う

人じ
ん

に
通つ

う
ぞ
く俗

に
勧

く
わ
ん

善ぜ
ん

懲ち
よ
う

悪あ
く

の
観

く
わ
ん

念ね
ん

を
与あ

た

へ
漸ぜ

ん

次じ

に
我わ

が

帝て
い

国こ
く

固こ

有い
う

の
美び

風ふ
う

良り
や
う
ぞ
く

俗
に

感く
わ
ん

化か

さ
せ
る
目も

く

的て
き

」
で
、
二
〇
余
名
の
練
習
生
に
対
し
て
演
劇
の
稽
古
を
行
な
っ
た
と
す
る
。
修
了
生
に
は
、
同
仁
社
か
ら
一
〇

円
以
上
百
円
以
下
の
月
給
、
も
し
く
は
四
〇
銭
以
上
四
円
以
下
の
日
給
を
与
え
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
高
松
が
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
に
川
上
音
二
郎
を
招
聘
し
た
の
は
、
正
劇
に
関
す
る
事
業
を
展
開
す
る
な
か
で
、
御
本
家
の
劇
を
、
研
究
生
を
は
じ

め
台
湾
に
住
む
も
の
に
み
せ
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
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台
湾
正
劇
練
習
所
の
運
営
や
成
果
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
石
婉
舜
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
た
め
本
論
文
で
は
こ
れ
以
上
扱
わ
な

い
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
か
ら
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月
ま
で
の
あ
い
だ
に
活
動
を
停
止
し
た
と
み
ら
れ
、
お
よ

そ
一
〇
年
間
の
活
動
で
あ
っ
た
。
石
婉
舜
は
高
松
の
「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
の
意
味
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
（
中

尾
訳
）。政

治
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
、
漢
民
族
の
日
本
に
対
す
る
武
力
抵
抗
が
後
退
し
、
日
本
が
山
間
部
の
原
住
民
を
武
力
で

弾
圧
す
る
の
と
同
時
に
、
近
代
化
が
進
む
な
か
で
、「
全
島
一
体
感
」
の
共
同
体
意
識
が
植
民
地
社
会
に
熟
成
さ
れ
、「
正
劇
」

劇
場
は
こ
の
歴
史
的
過
程
に
直
接
参
与
し
た
。「
正
劇
」
に
登
場
す
る
現
代
の
「
個
人
」（
主
人
公
た
ち
）
は
、
科
学
的
知
識
と

法
治
観
念
が
軸
と
な
る
世
界
に
あ
っ
て
、
新
旧
、
進
歩
す
る
も
の
と
後
退
す
る
も
の
、
光
明
と
暗
黒
両
方
が
あ
る
社
会
を
区
別

し
、
植
民
地
の
価
値
観
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
新
し
い
社
会
階
層
を
暗
示
し
、
観
客
の
自
己
同
一
性
（
＝
「
我
々
」）
を
形
成

し
た
。「
正
劇
」
は
こ
の
よ
う
に
、
統
治
下
に
お
か
れ
た
者
の
精
神
的
側
面
を
、
植
民
者
が
主
導
し
て
植
民
地
化
す
る
も
の
だ
っ

た
。
日
本
の
新
派
劇
が
起
こ
っ
た
時
日
本
の
近
代
的
な
「
国
民
」
意
識
の
出
現
を
相
互
補
完
し
た
よ
う
に
、「
正
劇
」
は
美
学

上
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
日
本
新
派
劇
の
経
験
の
複
製
で
、
ま
さ
に
「
植
民
地
版
新
派
劇
」
で
あ
る
５

。

こ
こ
で
い
う
「
植
民
者
が
主
導
し
て
植
民
地
化
す
る
」「
植
民
地
版
新
派
劇
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
は
、
先
に
言
及
し
た
高
松
豊

次
郎
「
娯
楽
供
給
に
関
す
る
予
の
抱
負
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
一
六
日
）
を
み
る
と
、
よ
り
明
ら

か
と
な
る
。
高
松
自
身
の
言
葉
で
書
か
れ
た
演
劇
界
参
入
の
動
機
を
知
る
記
事
で
あ
る
の
で
、
長
大
に
は
な
る
が
、
次
節
で
は
そ
の

全
文
を
引
用
し
な
が
ら
確
認
す
る
。
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三
、
高
松
豊
次
郎
演
劇
界
参
入
の
動
機

高
松
豊
次
郎
「
娯
楽
供
給
に
関
す
る
予
の
抱
負
」
の
冒
頭
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

社し
や
く
わ
い

会
の
発は

つ
た
つ達

と
個こ

人じ
ん

の
幸か

う
ふ
く福

と
は
何な

に

に
依よ

り
て
増ぞ

う
し
ん進

す
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
物も

の

は
観く

わ
ん
さ
つ察

の
仕し

方か
た

に
よ
り
て
異こ

と

な
る
が
、
最も

っ
とも

広ひ
ろ

く
且か

つ
大だ

い

な
る
も
の
は
同ど

う
く
わ化

の
二
字じ

で
あ
ら
う
と
思お

も

ふ
。
同ど

う
く
わ化

を
得え

な
か
っ
た
な
ら
ば
人じ

ん
る
ゐ類

は
生せ

い
ぞ
ん存

す
る
事こ

と

難か
た

く
、
随

し
た
が
つて

社し
ゃ

会く
わ
いの

存そ
ん

在ざ
い

を
見み

る
事こ

と

が
出で

来き

な
い
事こ

と

と
信し

ん

ず
る
。
家か

庭て
い

の
団だ

ん

楽ら
ん

も
同ど

う

化く
わ

よ
り
来き

た

り
、
個こ

人じ
ん

の
交か

う

際さ
い

も
同ど

う

化く
わ

よ
り
来き

た

る
。
人じ

ん

生せ
い

行か
う

動ど
う

の
一
切さ

い

万ば
ん

事じ

は
一
つ
と
し
て
此こ

の

同ど
う

化く
わ

の
支し

配は
い

を
受う

け
な
い
も
の
は
な
い
故ゆ

ゑ

に
、
同ど

う

化く
わ

は
国こ

く

家か

及お
よ

社し
ゃ

会く
わ
いを

組そ

織し
き

し
、
且か

つ
之こ

れ

を

維い

持じ

す
る
連れ

ん

鎖さ

で
あ
つ
て
亦ま

た

発は
つ
た
つ達

の
元げ

ん
そ素

で
あ
る
か
ら
人じ

ん
る
ゐ類

生せ
い
く
わ
つ
じ
や
う

活
上
、
日

に
ち
じ
ゃ
う常

行こ
う
ど
う動

の
原げ

ん
そ
く則

と
す
べ
き
事こ

と

は
論ろ

ん

を
待ま

た
な
い
事こ

と

で
あ
る
。
今い

ま

や
本ほ

ん
た
う島

に
於お

け
る
百
般ぱ

ん

の
制せ

い

度ど

は
能よ

く
其そ

の

緒ち
よ

に
就つ

き
、
殖し

ょ
く
さ
ん産

・
興こ

う
げ
ふ業

、
交か

う
つ
う通

、
衛ゑ

い
せ
い生

、
教け

う
い
く育

等と
う

の
事じ

業げ
う

は
敏び

ん
そ
く速

な

る
改

か
い
り
や
う良

発は
つ
た
つ達

を
遂と

げ
、
著

ち
ゃ
く

々〳
〵

其そ
の

効か
う

を
収を

さ

め
、
又ま

た

安あ
ん
ね
ゐ寧

秩ち
つ
じ
よ序

の
整せ

い
ぜ
ん然

た
る
を
見み

る
に
至い

た

つ
た
の
は
、
之こ

れ
皆み

な

同ど
う
く
わ化

を
緯ゐ

と
し
開か

い
は
つ発

を
経け

い

と
せ
る
督と

く

府ふ

統と
う
ち治

の
方は

う

針し
ん

其そ
の

宜よ
ろ

し
き
を
得え

た
る
結け

つ
く
わ果

と
云い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我わ

れ
〳
〵々

内な
い

地ち

人じ
ん

た
る
者も

の

は
、
此こ

の

領り
や
う
ど土

台た
い
わ
ん湾

に
臨の

ぞ

む
に
当あ

た

つ
て
は
、
宜よ

ろ

し
く
督と

く

府ふ

施し
せ
い政

の
方ほ

う
し
ん針

に
則の

つ
とり

、
其そ

の

根こ
ん
ぽ
ん本

に
於お

い

て
母ぼ

国こ
く

人じ
ん

た
る
に
耻は

ぢ
ざ
る
所と

こ
ろの

高か
う
け
つ潔

な
る
品ひ

ん
せ
い性

を
具そ

な

へ
、

指し

導ど
う

開か
い
は
つ発

の
先せ

ん

駆く

と
し
て
範は

ん

を
、
本ほ

ん

島た
う

人じ
ん

撫ぶ

育い
く

の
上う

へ

に
示し

め

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事こ

と

は
勿も

ち

論ろ
ん

で
あ
る
。

右
で
は
、
個
人
・
社
会
双
方
に
と
っ
て
「
同
化
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
原
理
を
述
べ
た
う
え
で
、
総
督
府
に
お
け
る
同
化
政
策

の
成
果
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
そ
の
方
針
に
則
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
是
を
強
調
し
て
い
る
。
内
地
人
た
る
「
我
々
」
は
総
督
府
の

方
針
に
則
り
、
母
国
人
と
し
て
恥
じ
な
い
高
潔
な
る
品
性
を
も
っ
て
、
本
島
人
を
撫
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
表
明
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
伊
藤
博
文
が
、
台
湾
の
「
宣
撫
工
作
」「
娯
楽
の
開
拓
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
高
松
に
渡
台
を
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勧
め
た
と
す
る
松
本
（
一
九
七
五
）
の
記
述
の
真
実
味
が
よ
り
増
す
記
述
で
あ
る
。
続
い
て
は
、
台
湾
で
娯
楽
供
給
に
邁
進
し
た
経

緯
を
述
べ
る
。

余よ

は
多た

年ね
ん

本ほ
ん
た
う島

に
在あ

つ

て
娯ご

楽ら
く

の
供

き
よ
う

給き
ふ

を
以も

つ
て
業げ

ふ

と
為な

し
、
世よ

の
同ど

う
じ
や
う情

を
得え

つ
ゝ
あ
る
を
幸さ

い
はひ

、
娯ご

楽ら
く

物ぶ
つ

の
選せ

ん
た
く択

に
依よ

り
て
大

お
お
い

に
本ほ

ん
た
う
じ
ん

島
人
の
同ど

う
く
わ化

開か
い
は
つ発

に
努つ

と

む
る
と
同ど

う
じ時

に
在ざ

い

台た
い

内な
い

地ち

人じ
ん

全ぜ
ん

般ぱ
ん

の
慰い

謝し
や

を
計は

か

ら
ん
事こ

と

を
期き

せ
ん
と
し
、
場

ぢ
や
う

屋を
く

の
必ひ

つ
え
う要

を
認み

と

め

昨さ
く
ね
ん年

三
月
よ
り
基き

ゐ

隆る
ん

、
台た

い
ほ
く北

、
新し

ん
ち
く竹

、
台た

い
ち
う中

、
嘉か

義ぎ

、
台た

い

南な
ん

、
打た

狗か
を

、
阿あ

緱こ
う

の
八
箇か

所し
ょ

に
多た

数す
う

人ひ
と

を
容い

る
ゝ
に
足た

る
べ
き
場

ぢ
や
う

屋を
く

を
建け

ん

設せ
つ

し
、
著

ち
ゃ
く

々〳
〵

内な
い

地ち

演え
ん

芸げ
い

物も
の

を
誘い

う

引い
ん

し
て
各か

く

地ち

を
巡じ

ゅ
ん
げ
ふ業

せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。

右
で
は
、
高
松
が
こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
い
た
「
娯
楽
共
有
」
す
な
わ
ち
演
芸
興
行
を
、
台
湾
で
展
開
し
て
き
た
の
は
、
娯
楽
・
慰

謝
を
提
供
す
る
こ
と
で
、同
化
開
発
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
松
本
（
一
七
六
五
）
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、

高
松
は
、
落
語
家
三
遊
亭
円
遊
の
弟
子
と
し
て
落
語
・
講
談
を
習
い
、
こ
の
話
術
で
も
っ
て
職
工
た
ち
に
演
説
を
し
て
い
た
。
台
湾

で
は
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
続
く
文
章
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
台
湾
へ
の
演
芸

の
招
聘
が
困
難
の
連
続
で
あ
っ
た
苦
労
話
が
展
開
さ
れ
る
。

併し
か

し
是こ

れ
は
単た

ん

に
余よ

の
希き

望ば
う

の
一
端た

ん

を
行お

こ
なつ

た
に
過す

ぎ
な
い
。
此こ

の

後ご

は
猶な

ほ

進す
ゝ

ん
で
各か

く

種し
ゆ

の
演え

ん

芸げ
い

物も
の

を
本ほ

ん

島た
う

に
招ま

ね

き
、
其そ

の

需じ
ゆ

要よ
う

に

応お
う

ず
る
と
同ど

う

時じ

に
余よ

の
目も

く

的て
き

を
貫

く
わ
ん

徹て
つ

し
た
い
考

か
ん
が
へで

あ
る
。
併し

か

し
此こ

の
演え

ん

芸げ
い

物も
の

は
、
操さ

う

縦じ
う

は
中な

か

々〳
〵

困こ
ん

難な
ん

な
事じ

業げ
ふ

で
内な

い

地ち

に
於お

い

て
す

ら
都つ

合ご
う

能よ

く
行ゆ

か
な
い
。
ま
し
て
台た

い
わ
ん湾

で
あ
る
か
ら
困こ

ん
な
ん難

の
度ど

の
一い

つ
そ
う層

甚は
な
はだ

し
い
事こ

と

は
当た

う
ぜ
ん然

で
あ
る
。
夫そ

れ
は
兎と

も
角か

く

、
も
う

少す
こ

し
趣し

ゅ
み味

に
富と

ん
だ
面お

も

白し
ろ

い
演え

ん

芸げ
い

物も
の

を
移い

入に
ふ

し
て
、
一
般ぱ

ん

の
娯ご

楽ら
く

に
供き

よ
うし

た
い
考

か
ん
が
へで

あ
る
。
夫そ

れ
に
し
て
も
其そ

の

演え
ん

芸げ
い

を
為な

す
べ
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き
場ば

し
よ所

と
、
其そ

の

演え
ん

芸げ
い

を
引ひ

き

受う

け
て
巡じ

ゅ
ん
げ
ふ業

な
さ
し
む
べ
き
受う

け
も
と元

な
る
者も

の

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
余よ

は
今い

ま

で
は
ど
う
や
ら
当と

う
し
よ初

の

希き
ば
う望

の
如ご

と

く
種し

ゆ
〴
〵々

な
る
演え

ん

芸げ
い

物も
の

を
を
呼よ

び
迎む

か

へ
る
事こ

と

が
出で

来き

る
事こ

と

と
な
つ
た
の
で
、
先ま

づ
試こ

ヽ
ろみ

に
東と

う

京き
や
う

落ら
く

語ご

も
呼よ

び
天て

ん

一
も

呼よ

び
喜き

劇げ
き

バ
ッ
ク
会く

わ
いも

呼よ

ん
だ
。
尚な

ほ

此こ
の
た
び度

も
ド
シ
ド
シ
と
呼よ

ぶ
計け

い

画く
わ
くで

あ
る
が
、
茲こ

こ

に
困こ

ま

つ
た
事こ

と

は
内な

い

地ち

芸げ
い

人に
ん

は
船ふ

ね

が
怖こ

わ

い
と

云い

ふ
の
で
女

お
ん
な

義ぎ

太だ

夫い
ふ

の
如ご

と

き
は
話は

な
しが

纏ま
と

り
か
け
て
幾い

く

度ど

も
破や

ぶ

れ
た
。
男お

と
この

芸げ
い

人に
ん

と
て
も
同お

な

じ
事こ

と

で
自し

然ぜ
ん

金か
ね

に
飽あ

か
せ
て
納な

つ

得と
く

さ

せ
る
と
云い

ふ
風ふ

う

で
、
結

け
っ
き
ょ
く局

高か
う

価か

の
も
の
と
な
る
天て

ん

一い
ち

の
如ご

と

き
も
、
今こ

ん
に
ち日

ま
で
台た

い
わ
ん湾

へ
来こ

な
か
つ
た
の
は
算そ

ろ
ば
ん盤

が
持も

て
ぬ
の
で
手て

を
出だ

す
者も

の

が
な
か
つ
た
為た

め
で
、
実じ

つ
さ
い際

算そ
ろ
ば
ん盤

を
目も

く
て
き的

と
し
た
考

か
ん
が
へで

は
到た

う
て
い底

当た
う

時じ

此こ
の

事じ

業げ
ふ

は
不ふ

可か

能の
う

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
船
に
て
台
湾
に
向
か
う
こ
と
に
抵
抗
を
示
す
芸
人
が
い
た
こ
と
、
台
湾
で
の
興
行
が
高
価
な
費
用
が
必
要
で
算
盤
を

目
的
と
し
た
考
え
、
す
な
わ
ち
損
得
勘
定
で
は
で
き
な
い
事
業
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
台
湾
で
の
興
行
の
実
態
を
垣
間
見
る
証
言

と
し
て
興
味
深
く
、
伊
藤
博
文
の
後
援
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
高
松
の
事
業
の
経
済
的
事
情
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。
続

い
て
、
演
芸
物
に
本
島
人
と
内
地
人
で
は
好
み
が
違
い
、
台
湾
で
は
場
所
に
よ
っ
て
、
諸
国
人
に
よ
っ
て
趣
向
が
異
な
る
た
め
、
提

供
す
る
演
芸
の
選
択
が
難
し
い
こ
と
を
述
べ
る
。

又ま
た

演え
ん
げ
い
も
の

芸
物
に
就つ

て
も
本ほ

ん
た
う
じ
ん

島
人
に
向む

く
も
の
と
内な

い

地ち

人じ
ん

の
み
に
向む

く
も
の
と
、
又ま

た

両り
や
う
は
う

方
へ
向む

く
も
の
と
あ
つ
て
、
夫そ

れ
を
加か

減げ
ん

し

て
当あ

て
嵌は

め
ね
ば
な
ら
ず
、
又ま

た

内な
い

地ち

人じ
ん

向む
き

の
も
と
し
て
も
台た

い
ほ
く北

の
如ご

と

き
人じ

ん
こ
う口

の
多お

お

い
所と

こ
ろと

人じ
ん
こ
う口

の
尠す

く

な
い
地ち

方は
う

と
で
選せ

ん

択ち
や
くの

使し

用よ
う

が
あ
つ
て
、
其そ

の

上う
へ

内な
い

地ち

な
れ
ば
其そ

の

地ち

方ほ
う

々〳〵
々
で
風ふ

う

俗ぞ
く

人に
ん

情じ
や
う

習し
ふ

慣く
わ
ん

等と
う

が
殆ほ

と
んど

同ど
う

一
で
、
又ま

た

嗜し

好か
う

も
自し

然ぜ
ん

一
致ち

し
て
居を

る
が
、

台た
い

湾わ
ん

は
諸し

よ

国こ
く

人じ
ん

混こ
ん

居き
ょ

し
て
居を

る
の
で
甚

は
な
は

だだ

行や

り
憎に

く

い
。
如い

か何
な
る
趣し

ゆ

味み

の
演え

ん
げ
い芸

が
適て

き

す
る
か
は
供

き
よ
う
き
ふ
う
し
や

給
者
の
大お

お
いに

苦く

心し
ん

す
る
所と

こ
ろで

あ
つ
て
、
又ま

た

頗す
こ
ぶる

骨ほ
ね

の
折お

れ
る
所と

こ
ろで

あ
る
。
併し

か

し
余よ

は
其そ

の

主し
ゆ

義ぎ

目も
く

的て
き

の
為た

め
に
は
如い

か何
な
る
困こ

ん
な
ん難

で
も
決け

つ

し
て
辞じ

す
る
所と

こ
ろで

な
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い
。
是こ

れ

か
ら
は
尚な

ほ
進す

ヽ

ん
で
時じ

き機
に
適て

き

し
た
娯ご

楽ら
く

物ぶ
つ

を
も
組そ

織し
き

し
て
本ほ

ん
た
う
ひ
と

島
人
の
同ど

う
く
わ化

開か
い
は
つ発

の
料れ

う

に
供き

よ
うす

る
と
同ど

う
じ時

に
在ざ

い

台た
い

内な
い

地ち

人じ
ん

各か
く

位ゐ

の
嗜し

好か
う

を
満み

た
し
慰ゐ

謝し
や

の
一
助じ

よ

た
ら
ん
事こ

と

を
期き

し
て
居を

る
。

つ
ま
り
、
本
島
人
の
「
同
化
・
開
発
」
と
も
な
り
、
内
地
人
の
嗜
好
を
満
た
す
娯
楽
を
さ
ら
に
提
供
し
続
け
る
意
思
が
示
さ
れ
、

こ
こ
に
至
っ
て
、
演
芸
か
ら
演
劇
界
へ
進
出
す
る
計
画
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

而し

し
て
先ま

づ
其そ

の

目も
く
て
き的

実じ
つ
か
う行

の
第だ

い

一
著ち

や
くと

し
て
台た

い
わ
ん
げ
き

湾
劇
を
組そ

織し
き

し
た
い
と
思お

も

ふ
。
元

ぐ
わ
ん
ら
い来

本ほ
ん
た
う
じ
ん

島
人
は
劇げ

き

と
云
ふ
事こ

と

に
趣し

ゆ
み味

を
持も

つ
て

居を

る
の
で
、
能よ

く
支し

な那
の
演え

ん
げ
き劇

を
観み

る
。
併し

か

し
観み

る
事こ

と

は
観み

る
が
言げ

ん

語ご

が
少す

こ

し
も
通つ

う

じ
な
い
。
唯た

だ
其そ

の

動ど
う

作さ

に
依よ

つ
て
想さ

う
〴像〵

す

る
位く

ら
ゐに

過す

ぎ
な
い
と
云い

ふ
有あ

り
さ
ま様

で
、
到た

う
て
い底

其そ
の

嗜し

好か
う

を
満み

た
す
に
足た

り
な
い
の
で
あ
る
。
故ゆ

え

に
若も

し
本ほ

ん
た
う
じ
ん

島
人
の
嗜し

　
か
う好

に
適て

き

す
る
よ

う
な
演え

ん
げ
き劇

を
組そ

織し
き

し
て
在ざ

い
ら
い来

の
支し

那な

劇げ
き

の
欠け

つ
て
ん点

を
補お

ぎ
なひ

、
舞ぶ

台た
い

に
背は

い

景け
い

を
見み

せ
総す

べ

てて

道だ
う

具ぐ

を
作つ

く

り
、
台た

い
わ
ん
じ
ん

湾
人
が
舞ぶ

台た
い

に
現あ

ら

は
れ
、

台た
い

湾わ
ん

語ご

で
台た

い

湾わ
ん

に
在あ

つ
た
事じ

　
じ
つ実

や
出で

来き

事ご
と

を
脚

き
ゃ
く
し
ょ
く

色
し
て
見み

せ
た
な
ら
ば
何い

く

程ら

平へ
い
み
ん民

文ぶ
ん
が
く
て
き

学
的
で
又ま

た

通つ
う
ぞ
く俗

教け
う
い
く育

に
な
る
か
知し

れ
ぬ
と

思お
も

ふ
。

石
婉
舜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
事
中
の
「
本
島
人
」
は
、
当
時
台
湾
の
総
人
口
三
〇
〇
万
人
の
う
ち
約
八
割
を
占
め
て
い
た
「
閩
裔

漢
人
族
群
」（
ミ
ン
族
系
の
漢
民
族
）
の
こ
と
で
あ
る
。
本
島
人
は
劇
を
好
む
の
で
、
本
島
人
の
嗜
好
に
適
し
た
演
劇
を
組
織
し
よ

う
と
い
う
高
松
の
言
説
か
ら
は
、台
湾
人
の
独
立
し
た
演
劇
の
創
始
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
が
、根
底
に
あ
る
の
は
「
同

化
」
と
い
う
思
想
で
あ
り
、
欠
点
あ
る
「
支
那
劇
」
を
改
良
し
、
内
地
人
と
し
て
撫
育
す
る
と
い
う
優
越
的
な
立
場
か
ら
の
認
識
が

あ
っ
た
こ
と
は
石
が
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
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殊こ
と

に
旧き

う
ら
い来

の
支し

那な

劇げ
き

や
大だ

い
だ
う道

で
掛か

け
舞ぶ

た
い台

の
上う

へ

で
演え

ん

じ
て
居を

る
本ほ

ん
た
う
じ
ん

島
人
の
演え

ん
げ
き劇

様や
う

の
物も

の

で
も
之こ

れ

れ
を
翫

ぐ
わ
ん

味み

し
て
見み

る
と
き
は
実じ

つ

に
許ゆ

る

す
べ
か
ら
ざ
る
欠け

つ

点て
ん

が
あ
る
。
そ
れ
は
外ほ

か

で
も
な
い
。
大た

い
て
い抵

の
演え

ん
げ
き劇

の
骨こ

つ

子し

は
謀む

反ほ
ん

を
仕し

組く

ん
で
臣し

ん

下か

が
主し

ゆ
く
ん君

を
殺さ

つ

逆ぎ
や
くす

る
か
、
或あ

る
ひは

暴ぼ
う

臣し
ん

、
土ど

ひ匪
、
強が

う
た
う盗

又ま
た

は
姦か

ん
つ
う通

と
云い

ふ
が
如ご

と

き
、
実じ

つ

に
忌い

ま

は
し
い
物も

の

計ば
か

り
で
世せ

道だ
う

人じ
ん

心し
ん

を
陶た

う

冶や

す
る
上う

へ

よ
り
す
れ

ば
甚は

な
はだ

危き

険け
ん

で
あ
る
。
又ま

た

一
般ぱ

ん

の
風ふ

う

俗ぞ
く

上じ
や
うよ

り
す
る
も
宜よ

ろ

し
く
な
い
。
厳げ

ん
か
く格

に
云い

へ
ば
安あ

ん
ね
い寧

秩ち
つ
じ
よ序

を
害が

い

す
べ
き
も
の
が
多お

ほ

い
の

で
、
本ほ

ん
た
う島

開か
い
は
つ発

の
上う

へ

よ
り
見み

る
と
き
は
実じ

つ

に
寒か

ん
し
ん心

に
堪た

へ
得え

な
い
。
故ゆ

ゑ

に
是ぜ

非ひ

其そ
の

台た
い

湾わ
ん

劇げ
き

を
改か

い

良り
や
うす

る
必ひ

つ

要え
う

が
あ
る
と
思お

も

ふ
。

併し
か

し
是こ

れ

れ
を
改か

い
り
や
う良

と
云い

ふ
よ
り
は
寧む

し

ろ
創さ

う
せ
つ設

す
る
の
で
、
広ひ

ろ

い
意い

み味
に
於お

け
る
社し

や

会く
わ
い

改か
い

良り
や
うの

大だ
い

業げ
ふ

で
あ
る
か
ら
、
実じ

つ

に
容よ

う
い易

の
事こ

と

で
は
な
い
。
之こ

れ

を
為な

す
に
は
最も

つ
とも

慎し
ん
ち
よ
う重

の
考こ

う
り
よ慮

を
要え

う

す
る
の
で
目も

つ

下か

種し
ゆ
じ
ゆ々

腐ふ

心し
ん

中ち
う

で
あ
る
が
、
兎と

も
角か

く

此こ
の

企き
く
わ
く画

に
対た

い

し
て

は
何ど

う
か
世よ

の
賛さ

ん
ど
う同

を
得え

て
、
夫そ

れ
〴
〵
有い

う
り
よ
く

力
な
人ひ

と
び
と々

に
能よ

く
協け

ふ
て
い定

し
て
貰も

ら

ひ
、
余よ

は
専も

つ
ぱら

其そ
の

実じ
つ
か
う行

の
側が

は

に
立た

ち
た
い
の
で
あ

る
。
要え

う

は
一
の
研け

ん

究き
う

会く
わ
いを

起お
こ

し
討た

う

議ぎ

の
結け

つ
く
わ果

を
実じ

つ
げ
ん現

し
て
見み

た
い
考

か
ん
が
へで

あ
る
。

既す
で

に
各か

く

地ち

方は
う

に
劇げ

き

場ぢ
や
うも

出で

来き

て
あ
る
し
、
其そ

の

演え
ん
げ
き劇

を
為な

す
べ
き
人ひ

と

を
集あ

つ

め
、
稽け

い

古こ

を
さ
す
位く

ら
ゐの

事こ
と

は
即そ

く

時じ

に
出で

き来
る
ま
で
の
準

じ
ゆ
ん

備び

は
付つ

い
て
居を

る
。
母ぼ

国こ
く

人じ
ん

た
る
立た

ち

場ば

よ
り
し
て
是ぜ

ひ非
此こ

の

事じ

業げ
ふ

に
同ど

う
じ
や
う情

を
寄よ

せ
て
成せ

い
こ
う功

せ
し
め
ら
る
ゝ
様や

う

、
切せ

つ
ば
う望

に
堪た

へ
な
い

次し

第だ
い

で
あ
る
。（
同
仁
社
々
主
高
松
豊
次
郎
）

右
に
よ
れ
ば
、
高
松
が
「
台
湾
劇
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
た
の
は
、
本
島
人
の
演
劇
が
「
安
寧
秩
序
を
害
す
る
べ
き

も
の
が
多
い
」
と
い
う
欠
点
が
あ
る
こ
と
を
み
て
発
案
し
た
と
す
る
（
傍
線
部
）。
こ
こ
で
高
松
が
考
え
る
「
支
那
劇
」
の
難
点
に

関
す
る
文
言
は
、
明
治
政
府
が
か
つ
て
歌
舞
伎
（
旧
劇
）
に
対
し
て
述
べ
て
い
た
表
現
と
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ

う
。
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四
、
演
劇
改
良
運
動
と
の
関
係

明
治
政
府
の
演
劇
（
歌
舞
伎
の
こ
と
）
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
、
江
戸

猿
若
三
座
座
元
を
東
京
府
に
呼
び
出
し
、「
こ
の
ご
ろ
貴
婦
人
及
び
外
国
人
も
追
々
見
物
に
相
成
り
候
に
つ
い
て
は
、
淫
奔
の
媒
と

な
り
、
親
子
相
対
し
て
見
る
に
忍
び
ざ
る
等
の
事
を
禁
じ
、
全
く
教
え
の
一
端
と
も
な
る
べ
き
筋
を
取
り
組
み
申
す
べ
き
よ
う
」
と

諭
し
た
（
明
治
五
年
二
月
二
二
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』）。
明
治
政
府
は
同
年
三
月
に
教
部
省
教
導
職
を
新
設
し
、
芸
人
・
俳
優
を

監
督
下
に
お
く
。
四
月
に
は
、狂
言
作
者
を
第
一
大
区
役
所
に
呼
び
出
し
、「
抑
演
劇
ノ
儀
ハ
勧
懲
ヲ
旨
ト
ナ
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
ガ
ラ
、

亦
後
全
ク
狂
言
綺
語
ト
云
ル
言
ヲ
廃
ス
ベ
シ
」
な
ど
と
再
度
注
意
し
、
六
月
に
は
教
部
省
か
ら
座
元
に
上
演
前
に
は
仕
組
台
帳
を
提

出
し
、
上
演
許
可
を
求
め
る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
歌
舞
伎
に
対
す
る
見
解
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
八
月
に
発
足
さ
れ
た
「
演
劇
改
良
会
」
に
結
集
さ

れ
る
。
演
劇
改
良
会
の
発
起
人
は
、
井
上
馨
、
森
有
礼
、
柴
沢
栄
一
、
箕
作
麟
祥
、
重
野
安
繹
、
依
田
百
川
、
高
木
兼
寛
、
外
山
正

市
、
菊
池
大
麓
、
穂
積
伸
重
、
和
田
垣
謙
三
、
矢
田
部
良
吉
、
桜
井
錠
二
、
箕
作
佳
吉
、
末
松
謙
澄
、
斎
藤
修
一
郎
、
福
地
源
一
郎
、

矢
野
文
雄
、
藤
田
茂
吉
、
中
上
川
彦
次
郎
で
、
賛
成
員
と
し
て
は
、
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
ら
、
政
治
家
や
財
界
人
が
名
を
連
ね
て

い
る
。
そ
の
「
演
劇
改
良
会
趣
意
書
」（『
朝
日
新
聞
』
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
八
月
一
〇
日
）
に
は
、

今
や
我
邦
の
演
劇
は
猥
褻
野
鄙
に
し
て
紳
士
淑
女
の
眼
に
触
る
可
ら
ざ
る
も
の
極
め
て
多
し
。
蓋
し
旧
習
に
拘
泥
し
猥
褻
野
鄙

に
あ
ら
ざ
れ
ば
観
者
の
耳
目
を
楽
し
ま
し
む
る
に
足
ら
ず
と
妄
想
し
、
世
と
共
に
変
遷
す
る
を
知
ら
ざ
る
に
因
れ
り
。
宜
し
く

之
を
し
て
高
尚
な
る
も
人
情
に
遠
か
ら
ず
閑
雅
な
る
も
世
態
に
背
か
ず
優
美
を
快
活
と
兼
備
へ
楽
し
ん
で
淫
せ
ず
、
和
し
て
流

れ
ず
上
等
社
会
の
観
に
供
し
て
恥
る
所
な
き
の
域
に
達
せ
し
む
べ
し
。
是
れ
本
会
の
目
的
と
す
る
所
な
り
。
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と
あ
り
、
や
は
り
演
劇
を
猥
褻
野
鄙
の
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
、
改
良
に
よ
っ
て
高
尚
で
「
和
し
て
流
れ
ず
上
等
社
会
の
観
に
供
し

て
恥
る
所
な
き
の
域
」
に
す
る
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
演
劇
改
良
運
動
に
つ
い
て
、
毛
利
三
彌
は
「
演
劇
改
良
会
の
結
成
は
、
条
約
改
正
交
渉
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
す
る
伊
藤
内

閣
が
対
外
的
に
誇
示
で
き
る
演
劇
を
求
め
た
こ
と
と
結
び
付
け
ら
れ
る
の
が
通
常
」
と
指
摘
す
る
６

。
毛
利
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
明

治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
二
月
、
外
務
卿
寺
島
宗
則
が
関
税
自
主
権
回
復
を
目
的
と
す
る
条
約
改
正
の
交
渉
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

始
め
た
時
と
、
伊
藤
博
文
が
歌
舞
伎
改
良
論
議
を
行
っ
た
時
期
が
重
な
る
。
そ
の
声
に
こ
た
え
て
守
田
勘
彌
は
西
洋
風
建
築
の
歌
舞

伎
劇
場
新
富
座
を
再
築
し
、
市
川
団
十
郎
は
活
歴
劇
の
上
演
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
演
劇
改
良
会
結

成
前
後
は
、
外
務
大
臣
井
上
馨
が
清
国
と
の
修
好
条
約
改
正
の
提
議
に
む
け
て
動
い
て
い
た
。
翌
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
歌
舞

伎
の
天
覧
が
実
現
す
る
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
一
一
月
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
が
メ
キ
シ
コ
と
対
等
条
約
を
締
結
し
、
翌

二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
条
約
締
結
を
実
現
し
た
時
期
は
、
演
劇
改
良
会
が
自
然
消
滅
し
、

演
劇
矯
風
会
、
日
本
演
劇
協
会
と
組
織
替
え
さ
れ
て
い
く
。
も
っ
と
も
毛
利
は
、
政
府
が
演
劇
改
良
を
裏
か
ら
操
っ
て
い
た
と
い
う

よ
り
、「
世
間
の
演
劇
意
識
と
法
意
識
と
が
、
無
自
覚
に
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
」
と
す
る
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、一
連
の
演
劇
改
良
に
、伊
藤
博
文
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
毛
利
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、も
っ

と
も
真
摯
に
演
劇
改
良
の
実
行
案
を
考
え
た
末
松
謙
澄
は
の
ち
に
伊
藤
博
文
の
娘
婿
に
な
っ
て
い
る
。
演
劇
の
改
良
に
つ
い
て
同
じ

理
想
を
共
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
高
松
豊
次
郎
に
視
点
を
戻
す
と
、
何
度
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
松
が
台
湾
行
き

を
決
意
し
た
き
っ
か
け
は
「
伊
藤
博
文
に
「
台
湾
の
宣
撫
工
作
と
娯
楽
界
の
開
拓
を
兼
ね
て
渡
台
す
る
よ
う
に
口
説
か
れ
た
」（
松

本
（
一
九
七
五
））
と
さ
れ
て
い
た
。
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台
湾
参
入
当
初
、
高
松
が
台
湾
興
行
を
実
現
さ
せ
た
「
天
一
」
は
、
奇
術
劇
で
著
名
な
魔
術
の
女
王
・
松
旭
斎
天
一
の
こ
と
で
あ

る
。
天
一
は
高
松
と
契
約
を
結
び
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
二
月
～
三
月
に
台
湾
を
訪
れ
、
ス
パ
ン
コ
ー
ル
を
付
け
た
衣
装
に

回
転
フ
ィ
ル
タ
ー
で
七
彩
の
照
明
を
あ
て
た
『
胡
蝶
の
舞
』
な
ど
を
披
露
し
て
い
る
。
こ
の
公
演
に
つ
い
て
考
察
し
た
近
藤
弘
幸
は
、

や
は
り
伊
藤
博
文
の
「
差
し
金
」
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
７

。
天
一
は
、
台
湾
の
前
に
、
当
時
珍
し
い
欧
米
興
行
を
実

現
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
巡
業
中
に
伊
藤
博
文
も
そ
の
地
に
お
り
、「
折
か
ら
そ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
伊
藤
博
文
を
日
本

人
移
民
一
同
が
歓
迎
す
る
会
に
招
か
れ
得
意
の
手
品
を
披
露
」
し
、
天
一
は
伊
藤
か
ら
書
を
贈
ら
れ
て
い
る
（
村
松
梢
風
『
魔
術
の

女
王
』
８

）。
天
一
の
公
演
は
「
台
北
以
外
の
各
地
は
総
督
府
の
買
切
り
で
、
目
星
い
台
湾
人
に
頭
割
で
切
符
を
売
付
、
土
人
に
は

無
料
で
招
待
券
を
出
し
、
宣
伝
と
宣
撫
を
兼
ね
た
興
行
方
法
だ
っ
た
」（
村
松
（
一
九
五
七
）、
七
九
頁
）
の
で
あ
る
。
一
介
の
興
行
主

の
事
業
が
、
台
湾
総
督
府
の
後
援
を
得
る
こ
と
は
異
例
と
思
わ
れ
る
が
、
伊
藤
博
文
の
存
在
が
あ
れ
ば
納
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
高
松
豊
次
郎
が
「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
設
立
以
後
に
台
湾
で
興
行
さ
せ
た
川
上
音
二
郎
は
、
明
治
三
六
年
一
月
五
日
か
ら

一
五
日
の
明
治
座
公
演
の
狂
言
の
世
界
を
台
湾
に
す
る
こ
と
と
し
、
前
年
の
一
一
月
「
早そ

う
そ
う々

台た
い
わ
ん湾

に
渡と

航か
う

し
、
実じ

っ

地ち

を
撮さ

つ
え
い影

し
来き

た

り
」

（『
朝
日
新
聞
』
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
〇
月
二
六
日
）
と
あ
り
、
高
松
の
い
る
台
湾
へ
取
材
に
向
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
実
際
は
二
月
に
初
演
さ
れ
た
『
オ
セ
ロ
』（
江
見
水
蔭
翻
案
）
の
上
演
の
た
め
の
下
準
備
で
あ
る
。
川
上
が
台
湾
を
題
材
と
す

る
の
は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
が
、
今
回
は
台
湾
の
澎
湖
島
の
う
ち
吉
貝
島
を
キ
プ
ロ
ス
に
置
き
換
え
た
９

。
毛
利
三
彌
の
考
察
に

よ
れ
ば
10
、
も
と
も
と
自
由
民
権
運
動
か
ら
派
生
し
た
壮
士
芝
居
の
代
表
的
演
劇
人
で
あ
る
川
上
音
二
郎
は
、
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
六
月
の
東
京
中
村
座
公
演
以
後
、「
政
治
性
よ
り
舞
台
と
俳
優
の
品
位
向
上
」
に
意
義
を
見
出
す
。
自
身
の
一
座
に
制

法
を
定
め
、「
普
通
演
劇
の
弊
害
を
矯
正
し
専
ら
活
劇
を
旨
と
す
べ
し
（
第
一
条
）」
こ
と
、「
座
員
は
品
行
を
方
正
に
し
礼
儀
信
義

を
専
一
と
な
し
社
会
教
育
に
先
導
者
を
以
て
任
ず
べ
し
（
第
二
条
）」
な
ど
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
指
針
は
、「
演
劇
改
良
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運
動
」
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
彼
が
体
制
側
の
意
向
に
賛
同
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
。
川
上
音
二
郎
は
、
こ

れ
を
「
新
演
劇
」
と
呼
ん
だ
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）、
川
上
音
二
郎
は
最
初
の
渡
仏
を
果
た
す
が
、
こ
れ
に
は
同
郷
の
福
岡

藩
士
で
、
伊
藤
博
文
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
金
子
賢
太
郎
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
四
回
の
海
外
公
演
を

実
現
さ
せ
た
の
も
、
伊
藤
博
文
の
後
援
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
11
。
川
上
音
二
郎
の
妻
貞
奴
の
パ
ト
ロ
ン
が
伊
藤
博
文
だ
っ
た
こ

と
や
、
音
二
郎
が
理
想
の
劇
場
と
し
て
大
阪
北
浜
に
建
設
し
た
帝
国
座
が
、
伊
藤
博
文
、
金
子
健
太
郎
の
提
案
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
う
す
る
に
、
高
松
豊
次
郎
が
台
湾
に
赴
い
た
き
っ
か
け
だ
け
な
く
、「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
の
設
立
、
川
上
音
二
郎
の
台
湾
招

へ
い
、
い
ず
れ
も
が
伊
藤
博
文
の
意
向
に
そ
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
想
定
し
う
る
。
日
本
演
劇
史
に
お
い
て
は
、
当
初
政
府
役
人

も
関
わ
っ
て
い
た
「
演
劇
改
良
運
動
」
は
、
民
間
の
財
界
人
や
演
劇
人
ら
に
よ
っ
て
舵
を
変
え
て
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
政
府

関
係
者
の
意
向
に
近
い
余
波
を
、
日
本
に
お
い
て
は
川
上
音
二
郎
が
、
台
湾
に
お
い
て
は
高
松
豊
次
郎
が
引
き
継
い
だ
と
言
え
る
。

少
な
く
と
も
、
台
湾
に
お
け
る
高
松
豊
次
郎
の
演
劇
活
動
は
、
為
政
者
の
意
向
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。

高
松
豊
次
郎
が
台
湾
に
渡
っ
た
と
す
る
明
治
三
四
年
の
政
治
的
な
動
き
と
し
て
は
、
日
英
同
盟
協
約
（
明
治
三
五
年
一
月
三
〇
日

調
印
）
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
政
府
の
動
き
と
は
別
に
、
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
ら
元
老
は
日
露
協
商
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
伊
藤
博
文
が
も
と
も
と
予
定
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
、
パ
リ
へ
の
外
遊
に
乗
じ
て
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
そ
の
働
き
か
け
を
し
た

が
、
結
局
日
英
同
盟
が
採
用
さ
れ
た
12
。
そ
の
背
景
に
は
ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
の
脅
威
へ
の
対
応
が
あ
り
、
領
す
る
台
湾
に
つ
い
て
、

日
本
の
統
治
を
安
定
さ
せ
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
高
松
豊
次
郎
渡
台
以
前
の
新
演
劇
興
行
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と
こ
ろ
で
、
日
本
統
治
下
台
湾
で
は
、
高
松
参
入
以
前
の
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
八
）
頃
か
ら
、
台
北
市
街
地
や
基
隆
を
中
心
に
、

壮
士
芝
居
、
書
生
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
素
人
役
者
や
無
名
の
役
者
に
よ
る
と
の
言
及

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
13
。

『
台
湾
日
日
新
報
』
で
確
認
で
き
る
限
り
、
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
新
演
劇
団
に
よ
る
興
行
は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四

月
三
日
に
台
北
座
で
開
場
し
た
『
思
ひ
き
や
親
子
の
再
開
』（『
台
湾
日
日
新
報
』
同
年
同
月
五
日
「
壮
士
役
者
の
芝
居
」）
で
あ
る
。

役
者
は
、
愛
澤
哲
夫
、
西
田
羲
任
、
酒
井
正
之
、
市
川
常
太
、
時
山
春
樹
、
村
田
一
二
、
大
藤
數
見
、
小
川
健
治
、
吾
妻
孝
二
、
品

川
太
郎
、
大
西
和
雄
、
松
本
緑
郎
、
大
和
一
樹
、
小
松
民
男
、
村
瀬
實
、
愛
澤
鶴
治
が
名
を
連
ね
る
。
彼
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
の
入
れ

替
わ
り
を
へ
な
が
ら
、「
愛
澤
一
派
」、「
正
義
團
」
と
い
う
名
で
十
字
館
、
栄
座
に
も
出
演
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
愛
澤

一
派
の
素
性
は
十
分
に
詳
ら
か
に
し
え
て
い
な
い
が
、
愛
澤
哲
夫
の
名
は
後
述
す
る
角
藤
定
憲
筋
の
彰
義
隊
一
団
と
と
も
に
再
渡
台

す
る
旨
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
別
の
一
派
の
例
で
あ
る
が
、明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
二
八
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台

北
座
の
壮
士
演
劇
」
で
は
、「
台
北
座
に
て
は
此
た
び
新
た
に
組
織
し
た
る
大
成
団
一
座
の
壮
士
演
劇
を
今
廿
八
日
よ
り
開
演
す
る

よ
し
な
る
が
東
京
よ
り
態
々
呼
寄
せ
た
る
俳
優
も
あ
り
て
座
中
一
同
車
輪
と
な
り
働
く
と
の
こ
と
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
台
北
座

が
主
体
と
な
っ
て
、
種
々
の
役
者
を
呼
び
集
め
「
大
成
団
」
と
い
う
名
で
興
行
を
さ
せ
て
い
た
例
で
、
愛
澤
一
派
も
演
者
の
入
れ
替

わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
同
様
に
台
北
座
の
求
め
に
応
じ
て
個
別
に
契
約
し
た
役
者
た
ち
が
成
し
た
一
団
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
台
北
座
、
栄
座
と
も
に
、
旧
劇
（
歌
舞
伎
）
の
役
者
と
座
付
契
約
も
し
て
お
り
14
、
時
に
は
新
演
劇

（
壮
士
芝
居
）
俳
優
と
混
じ
っ
て
興
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

台
湾
に
お
け
る
内
地
演
劇
の
濫
觴
と
さ
れ
る
十
字
館
（
城
內
北
門
街
一
丁
目
）
は
、
統
治
後
す
ぐ
の
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）

よ
り
営
業
し
て
い
た
料
亭
十
字
屋
を
前
身
と
し
て
、後
に
芝
居
披
露
を
行
う
十
字
館
へ
と
つ
な
が
る
。
た
と
え
ば
、『
台
湾
日
日
新
報
』
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の
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
三
月
四
日
付
紙
面
に
「
十じ

う

字じ

館く
わ
んの

新し
ん

演え
ん

劇げ
き　

本ほ
ん
じ
つ日

よ
り
萩は

ぎ

の
家や

米べ
い

若じ
や
く、

桂
か
つ
ら

月つ
き

彦ひ
こ

等ら

が
真し

ん

打う
ち

と
な
り
、

強が
う

盗と
う

判は
ん

事じ

六
幕ま

く

を
演え

ん

す
る
よ
し
」
云
々
と
あ
り
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
役
者
の
名
前
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
料
亭
等
で

余
興
芸
を
披
露
し
て
い
た
芸
妓
や
芸
人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
、
壮
士
俳
優
に
よ
る
興
行
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
斯
道
の
も
の
で

は
な
い
素
人
が
、
余
興
と
し
て
新
演
劇
を
披
露
し
て
い
た
例
も
あ
る
。

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
二
月
二
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
梨
園
雜
俎
」
に
、
台
北
座
座
主
の
笠
松
が
一
二
月
一
〇
日
か

ら
の
初
日
に
、
壮
士
俳
優
を
呼
ぶ
こ
と
を
検
討
し
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
二
月
四
日
付
『
台
湾

日
日
新
報
』
に
は
、台
北
座
で
は
壮
士
俳
優
と
し
て
著
名
な
角
藤
定
憲
一
座
の
興
行
を
十
日
か
ら
始
め
る
こ
と
を
公
式
に
決
定
し
た
。

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
二
月
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
座
長
、
角
藤
定
憲
以
下
一
九
名
に
加
え
て
、
こ
の
時

内
地
に
帰
国
し
て
い
た
ら
し
い
愛
澤
哲
夫
ら
数
名
が
同
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
結
局
角
藤
は
渡
台
せ
ず
、
松
尾
龍

座
長
、
中
村
敏
太
郎
連
隊
長
ら
「
彰
義
隊
」
が
、
明
治
三
六
年
一
二
月
一
四
日
よ
り
台
北
座
で
興
行
を
始
め
た
。
一
団
は
、「
是こ

れ

ま
で
、
岡を

か
や
ま山

に
て
興こ

う

行ぎ
や
う

中ち
う

な
り
し
所と

こ
ろ、

先せ
ん
げ
つ
ち
う

月
中
に
て
打う

ち

上あ

げ
、
明

み
よ
う

四
日
馬ば

関く
わ
んよ

り
西さ

い

京き
や
う

丸ま
る

に
乗じ

よ
う
せ
ん船

す
る
筈は

ず

な
れ
ば
来き

た

る
七
日
当た

う

地ち

着ヽ
や
く」

と
あ
り
（『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
二
月
四
日
）、
国
内
で
の
旅
興
行
に
引
き
続
い
て
の
興
行
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
彰
義
隊
」
は
台
北
座
座
付
と
し
て
、
そ
の
後
お
よ
そ
一
年
間
興
行
を
続
け
、
台
北
だ
け
で
な
く
基
隆
な
ど
台
湾
各
地
の
劇
場
で

の
巡
演
、
さ
ら
に
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
七
月
に
は
香
港
公
演
に
も
赴
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
彰
義
隊
」
は
、
度
々
素

行
の
悪
さ
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月
一
四
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
梨
園
雑
俎
」

に
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
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一
昨さ

く

々〳
〵

夜う
あ

台た
い

北ほ
く

座ざ

で
は
佐さ

々ヽ
木き

力り
き

雄を

と
中な

か
む
ら村

敏び
ん

太た

郎ら
う

と
が
酒さ

け

機き

嫌げ
ん

の
大だ

い

気い
き

焔え
ん

か
ら
一ち

よ
つ
と寸

活く
わ
つ
げ
き

劇
を
演え

ん

じ
た
が
、
一
時じ

間か
ん

余よ

幕ま
く

明あ

き
が
遅お

く

れ
た
の
み
で
無ぶ

事じ

に
演え

ん

了れ
う

し
た
が
、
二ふ

た
り人

と
も
意い

し
ゆ趣

が
あ
る
で
も
何な

ん

で
も
無な

く
、
ほ
ん
の
酒さ

け

の
上う

へ

の
事こ

と

と
て
醒さ

め
て
見み

れ
ば
何な

ん

で
も
無な

く
全ま

つ
たく

佐さ

さ

き
々
木
が
悪わ

る

か
つ
た
の
だ
と
本ほ

ん
に
ん人

大お
お
いに

閉へ
い
こ
う口

を
し
て
居ゐ

る
と
サ
▼
何な

に

し
ろ
天て

ん

下か

の
書し

よ
せ
い生

が
学が

く

業げ
ふ

を
遣や

り

損そ
こ

ね
て
俳は

い
ヽ
う優

と
な
つ
た
の
だ
か
ら
是こ

れ
位く

ら
ゐの

元げ
ん
き気

が
無な

く
て
は
な
ら
ぬ
ド
シ
〳
〵
遣や

る
べ
し
だ
、
併し

か

し
夫そ

れ
が
為た

め
舞ぶ

台た
い

に

影え
い
き
や
う

響
を
及お

よ

ぼ
し
て
看か

ん
か
く客

に
不ふ

く
わ
い快

を
感か

ん

ぜ
し
め
た
り
す
る
こ
と
丈だ

け
は
固か

た

く
慎つ

ヽ

む
が
宜よ

か

か
ら
う
。（
中
略
）
▼
事こ

と

の
序つ

ひ

で
ぢ
や
か

ら
尚な

う
少す

こ

し
憎に

く

ま
れ
口ぐ

ち

を
利き

い
て
置お

こ
う
。
名な

は
気き

の
毒ど

く

だ
か
ら
指さ

さ
ぬ
が
確た

し

か
に
二
三
人に

ん

丈だ

け
は
此こ

の

頃こ
ろ

大だ
い

分ぶ

風ヽ
う

儀ぎ

が
崩く

づ

れ
出だ

し
て
来き

た
や
う
で
面お

も

白し
ろ

か
ら
ぬ
風ふ

う

説せ
つ

が
時と

き

々〴
〵

耳み
ヽ

に
へ
這は

入い

る
。
座ざ

し
ゅ主

も
既す

で

に
其そ

の

筋す
じ

か
ら
注ち

う
い意

ま
で
受う

け

て
居ゐ

る
の
だ
か
ら
充じ

う
ぶ
ん分

の

取と
り
し
ま
り

締
を
為な

し
座ざ

ち
や
う長

も
能よ

く
注ち

う

意い

す
る
が
好よ

か
ら
う
。
▼
風ふ

う
ぎ儀

の
点て

ん

か
ら
云い

へ
ば
栄さ

か
え
ざ座

の
若わ

か

手て

連れ
ん

中ち
う

も
亦ま

た

大だ
い

分ぶ

崩く
づ

れ
出だ

し
て

青せ
い
ね
ん
か
い

年
会
組そ

織し
き

当と
う
じ時

の
勇ゆ

う

気き

は
何ど

こ処
へ
や
ら
行い

つ
て
了し

ま

っ
て
、
先ま

づ
舞ぶ

　
た
い台

を
粗そ

　
ま
つ末

に
し
不ふ

べ
ん
き
や
う

勉
強
至し

ご
く極

で
女お

ん
なに

関く
わ
ん
け
い係

を
つ
け
る
杯な

ど

と

来き

て
は
モ
ウ
駄だ

め目
だ
。
緊し

つ
か
り乎

褌ふ
ん
ど
しを

締し

め
て
か
ゝ
ら
ぬ
と
人に

ん
き気

に
関か

ヽ

は
る
ぞ
よ
。

記
事
中
の
佐
々
木
力
雄
と
中
村
敏
太
郎
は
、「
彰
義
隊
」
の
俳
優
で
、
酒
に
乗
じ
た
喧
嘩
で
開
幕
が
遅
れ
た
ら
し
い
。「
何
し
ろ
天

下
の
書
生
が
学
業
を
遣
り
損
ね
て
俳
優
と
な
つ
た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
当
時
の
壮
士
芝
居
に
対
す
る
世
間
の
評
価
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
一
六
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』「
彰
義
隊
の
風
紀
紊
亂
」
で
も
、
九
月
下
旬
よ
り
基
隆
の
福
楽

座
で
興
行
中
の
「
壮
士
俳
優
彰
義
隊
」
の
一
座
が
「
台
北
に
居
り
し
頃
よ
り
猥
ら
な
る
挙
動
」
が
あ
り
、
興
行
先
の
基
隆
で
も
「
尚

此
弊
風
」
を
改
め
ず
、
む
し
ろ
一
層
甚
だ
し
く
な
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
「
日
吉
亭
の
酌
婦
富
川
し
ほ
」
が
、
情
夫
を
捨
て
て
「
俳
優

の
一
人
な
る
中
村
敏
太
郎
に
現
を
抜
か
し
、
更
ら
に
又
同
じ
く
仲
間
の
小
池
三
郎
に
乗
替
へ
て
是
見
よ
が
し
に
浮
か
れ
居
る
」
と
し

て
い
た
と
い
う
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
載
る
。
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そ
れ
で
も
新
演
劇
の
一
団
は
続
々
と
台
湾
に
渡
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
、
東
京
で
の
公
演
の
あ
と
台
湾
に
乗
込
ん
だ
と
い
う
花
井

露
友
一
座
（『
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
三
月
一
六
日
）、
大
阪
で
人
気
だ
っ
た
と
い
う
小
神
富
雄
一
座
（『
台
湾
日

日
新
聞
』
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
四
月
二
四
日
）
な
ど
、
続
々
と
内
地
か
ら
新
演
劇
の
俳
優
一
座
が
台
湾
に
渡
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
台
湾
に
お
け
る
新
演
劇
の
「
隆
盛
」
の
背
景
に
は
、劇
場
経
営
に
関
す
る
攻
防
が
あ
っ
た
。
以
下
の
「
台
北
座
の
廃
業
」

『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
北
座
の
廃
業
」（
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
〇
月
五
日
）
が
参
考
に
な
ろ
う
。

台た
い
わ
ん湾

に
て
演え

ん
げ
き
ぢ
や
う

劇
場
ら
し
き
も
の
ヽ
初は

じ

め
て
建け

ん
ち
く築

さ
れ
し
も
の
は
、
台た

い

北ほ
く

新し
ん

起き

横わ
う
が
い街

の
台た

い
ほ
く
ざ

北
座
に
し
て
遊あ

そ

ぶ
事こ

と

に
困く

る
しめ

る
台た

い
ほ
く北

の

人じ
ん
し士

は
蓊を

う

然ぜ
ん

と
し
て
台た

い

北ほ
く

座ざ

に
集あ

つ
まり

、
雷ら

い

次じ

郎ろ
う

・
雷ら

い

花く
わ

を
演え

ん
げ
き劇

の
神か

み

の
如ご

と

く
難あ

り

有が
た

が
り
、
日に

ち

夜や

の
大お

お
は
ん
じ
や
う

繁
昌
を
極き

わ

め
た
る
よ
り

紅べ

に粉
助す

け

雁が
ん

師し

等ら

が
踏ふ

ん
ば張

り
も
其そ

の

甲か

ひ斐
な
く
十
字じ

館く
わ
んは

憐あ
は

れ
無む

ざ
ん残

の
最さ

い
ご期

を
告つ

ぐ
る
に
至い

た

り
、
コ
ヽ
台た

い
ほ
く
ざ

北
座
の
独ひ

と

り
舞ぶ

た
い台

と
し
て

全ぜ
ん
せ
い盛

を
極き

は

め
た
る
が
、
其そ

の
の
ち後

栄さ
か
え
ざ座

の
開か

い
げ
ふ業

す
る
あ
り
て
、
唯た

ヾ

一
押お

し

に
台た

い

北ほ
く

座ざ

を
押お

し

潰つ
ぶ

さ
ん
と
試こ

ヽ
ろみ

た
れ
ど
も
、
台た

い

北ほ
く

座ざ

も
去さ

る

者も
の

と
て
忽た

ち
まち

競き
や
う
そ
う争

の
態た

い

度ど

を
採と

り
、
今い

ま

ま
で
は
九
州し

う

一
方ぱ

う

に
限か

ぎ

ら
れ
し
俳は

い

優ヽ
う

の
範は

ん

囲い

を
擴ひ

ろ

め
、
或あ

る

は
名な

ご

や
古
屋
種だ

ね

、
東

と
う
き
や
う京

種だ
ね

を
輸ゆ

入に
ふ

す
れ
ば
、
栄さ

か
え
ざ座

は
京き

や
う
と都

大お
お
さ
か阪

種だ
ね

を
以も

つ

て
対た

い
か
う抗

し
、
互た

が

ひ
に
火ひ

花ば
な

を
散ち

ら
し
て
戦た

ヽ
かひ

た
る
結
果
は
、
双さ

う

方ほ
う

共と
も

に
少す

く

な
か
ら
ぬ
傷き

ず

を
負お

ひ
、
遂つ

ひ

に
合が

つ

併ぺ
い

す
る
に
至い

た

り
た
れ
ど
、
不ふ

自し

然ぜ
ん

な
る
合が

併ぺ
つ

は
永な

が

持ぢ

続ぞ
く

せ
ず
。
束つ

か

の
間ま

に
再ふ

た
ヽび

元も
と

の
仇き

う
て
き敵

と
な
り
、
以い

前ぜ
ん

に

増ま

し
た
る
大だ

い
き
や
う
さ
う

競
争
を
始は

じ

め
遂つ

ひ

に
は
壮さ

う

士し

演え
ん
げ
き劇

を
輸ゆ

入に
ふ

し
て
、
最さ

い

後ご

の
大だ

い
き
や
う
さ
う

競
争
を
為な

す
事こ

と

と
な
り
し
が
、
両り

や
う
こ虎

の
争あ

ら
そひ

は
猟れ

ふ

夫ヽ
の

利り

と
な
り
、
見け

ん
ぶ
つ物

は
安や

す

く
て
好い

い
芝し

ば

居ゐ

が
見み

ら
る
ゝ
と
喜よ

ろ
こべ

ど
、
戦た

ヽ
かふ

も
の
は
傷き

ず

つ
き
て
両

り
や
う

座ざ

共と
も

に
頗す

こ
ぶる

困く
る

し
き
地ち

ゐ位
に
立た

つ

の
止や

む
を
得え

ざ
る
に
至い

た

り
た
り
。
茲こ

こ

に
本ほ

ん
ね
ん年

の
春は

る

、
栄さ

か
え
ざ座

の
金き

ん
し
ゆ
が
は

主
側
な
る
柵さ

く

瀬ら
い

其そ
の

他た

の
紳し

ん

士し

間か
ん

に
て
台た

い

北ほ
く

座ざ

を
買か

ひ
潰つ

ぶ

し
、
栄

さ
か
え

座ざ

の
獨

ひ
と
り

舞ぶ

台た
い

に
な
さ
ん
と
の
議ぎ

起お
こ

り
台た

い

北ほ
く

座ざ

主し
ゆ

と
交か

う

渉せ
ふ

す
る
所と

こ
ろあ

り
し
も
相さ

う

談だ
ん

纏ま
と

ま
ら
ず
遂つ

ひ

に
泣な

き

寝ね

入い

り
と
な
り
し
が
、
近ち

か

頃ご
ろ
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又ま
た

々〳
〵

同ど
う

座ざ

買ば
い

収し
う

の
議ぎ

起お
こ

り
屡し

ば

々〳
〵

交か
う

渉せ
ふ

を
重か

さ

ね
た
る
結け

つ

果く
わ

、
土つ

ち

橋は
し

仙せ
ん

之の

助す
け

氏し

が
三
千
五
百
円ゑ

ん

に
て
買ば

い

収し
う

の
議ぎ

纏ま
と

ま
り
既す

で

に
登と

う

記き

ま

で
も
済す

ま
し
た
れ
ば
、
台た

い

北ほ
く

座ざ

は
全ま

つ
たく

笠か
さ

松ま
つ

の
手て

を
離は

な

れ
て
土つ

ち

橋は
し

の
有い

う

と
な
り
一
昨さ

く

日じ
つ

よ
り
興こ

う

行ぎ
よ
うを

停て
い

止し

し
た
り
と
ぞ
。

右
に
よ
れ
ば
、
台
北
座
と
栄
座
は
、
当
初
旧
劇
に
て
勝
負
し
て
い
た
が
「
双
方
共
に
少
な
か
ら
ぬ
傷
を
負
ひ
」
一
時
合
併
す
る
も

再
び
対
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、「
壮
士
演
劇
を
輸
入
」
す
る
こ
と
で
「
最
後
の
戦
い
」
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
台
北
座
は
当
初
九
州

の
座
ば
か
り
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
東
京
、
名
古
屋
の
役
者
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
栄
座
は
そ
れ
に
対
抗
し
て
京
都
・
大
阪
の
役
者
を
呼

ん
で
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
台
北
座
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
二
〇
日
、「
大
阪
演
劇
の
興
行
で
開
場
」（
同
年
同
月

一
五
日
『
台
湾
日
日
新
報
』「
台
北
座
」）
し
て
お
り
、「
栄
座
は
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
〇
月
二
五
日
に
開
場
」（
同
年
日
月

『
台
湾
日
日
新
報
』「
栄
座
の
開
上
」）
で
あ
る
。
両
座
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
計
画
が
あ
っ
た
ら

し
く
、
合
併
し
て
「
台
北
演
劇
株
式
会
社
」
と
す
る
こ
と
が
披
露
さ
れ
た
が
（『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
三

月
二
八
日
「
台
北
演
劇
株
式
会
社
」、
そ
の
後
「
何な

ん

等ら

の
進し

ん

行か
う

を
見み

ざ
る
の
み
か
殆ほ

と
んど

立た
ち

消ぎ
え

の
光

く
わ
う

景け
い

」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因

と
し
て
株
主
を
名
乗
り
で
る
も
の
は
い
て
も
「
一
銭せ

ん

の
金か

ね

を
も
出い

だ

さ
ず
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
（『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治

三
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
五
日
「
劇
場
合
併
談
の
成
行
」）。
そ
の
後
、
栄
座
が
優
位
な
形
で
、
台
北
座
が
笠
松
か
ら
土
橋
仙
三
郎

に
譲
渡
さ
れ
、
栄
座
が
優
位
な
形
の
合
資
会
社
「
台
北
劇
場
合
資
会
社
栄
座
」
の
設
立
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
官
報
』（
明
治
三
八

年
［
一
九
〇
五
］
一
〇
月
三
〇
日
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
登
記
さ
れ
て
い
る
15
。

　

合
資
会
社
設
立
登
記

一
商
号　
　
　
　
　

台
北
劇
場
合
資
会
社
栄
座
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一
本
店　
　
　
　
　

大
加
蚋
堡
艋
舺
西
門
外
街
二
丁
目
三
十
六
番
戸

一
目
的　
　
　
　
　

劇
場
賃
貸
演
劇
興
行
及
其
他
ノ
興
行
ヲ
営
ム

一
設
立
ノ
年
月
日　

明
治
三
十
八
年
十
月
十
五
日

一
社
員
ノ
氏
名
住
所
出
仕
ノ
種
類
価
格
及
責
任

　
　

一
金
二
万
七
千
円　

無
限　

大
加
蚋
堡
艋
舺
西
門
外
街
二
丁
目
三
十
六
番
戸　
　
　

小
林　

竹
蔵

　
　

一
金
九
千
円　
　
　

有
限　

同
堡
同
街
一
丁
目
四
十
五
番
戸　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　
　

廣

　
　

一
金
六
千
円　
　
　

有
限　

同
堡
台
北
城
内
北
門
街
二
丁
目
十
一
番
戸　
　
　
　
　

土
橋
仙
三
郎

　
　

一
金
六
千
円　
　
　

有
限　

同
堡
艋
舺
西
門
外
街
二
丁
目
六
十
四
番
戸　
　
　
　
　

荒
井　

泰
治

　
　

一
金
六
千
円　
　
　

有
限　

同
堡
台
北
城
内
府
中
街
一
丁
目
三
十
八
番
戸　
　
　
　

金
子　

圭
介

　
　

一
金
六
千
円　
　
　

有
限　

同
堡
台
北
城
内
府
中
街
三
丁
目
四
十
三
番
戸　
　
　
　

柵
瀬
軍
之
佐

一
存
立
ノ
時
期　
　

十
五
箇
年

右
明
治
三
十
八
年
十
月
十
八
日
登
記
ス

相
次
ぐ
壮
士
演
劇
の
渡
台
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
劇
場
間
で
の
争
い
が
あ
り
、
契
約
す
る
新
演
劇
（
壮
士
芝
居
）
の
善
し
悪
し

は
劇
場
経
営
の
手
腕
の
評
価
と
連
動
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
内
地
に
お
け
る
新
演
劇
の
流
行
の

影
響
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
台
湾
に
や
っ
て
き
た
役
者
の
素
行
の
悪
さ
や
芝
居
の
不
出
来
も
手
伝
っ
て
か
、
結
局
大
入
り

と
は
な
ら
ず
、
台
北
座
は
栄
座
側
の
経
営
陣
に
よ
っ
て
買
い
つ
ぶ
さ
れ
廃
業
と
な
る
な
ど
、
劇
場
の
明
暗
を
わ
け
る
原
因
と
も
な
っ

た
。
な
お
、
台
北
座
座
付
の
役
者
は
、
内
地
に
帰
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
台
南
座
座
付
に
な
っ
た
も
の
も
い
た
。
も
っ
と
も
、
台
南
で
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も
素
行
問
題
が
起
こ
り
、
客
入
り
も
不
振
と
な
り
、
地
方
に
巡
業
に
繰
り
出
し
、
離
散
し
な
が
ら
自
然
消
滅
し
た
と
み
ら
れ
る
16
。

六
、
本
島
人
向
け
劇
場
へ
の
方
向
転
換

そ
の
後
、
劇
場
は
あ
る
意
味
、
新
演
劇
に
見
切
り
を
つ
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
台
南
の
例
で
あ
る
が
、『
台
湾
日
日

新
報
』
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
六
日
に
は
、
彰
義
隊
の
残
党
で
あ
る
佐
々
木
力
雄
、
高
野
潤
次
郎
ら
が
、「
素
行
あ
る
よ

り
其
筋
の
厳
命
下
り
て
営
業
鑑
札
を
引
き
揚
げ
」
ら
れ
た
あ
と
、
元
台
北
座
付
役
者
の
旧
劇
俳
優
に
よ
る
興
行
が
始
ま
る
。
そ
し
て

「
昨
今
は
台
北
の
演
劇
株
式
会
社
よ
り
も
講
談
師
燕
林
一
座
と
朝
鮮
人
侏い

っ
す
ん
ぼ
う
し

儒
を
伴
ひ
来
た
り
て
数
日
間
打
ち
続
け
居
る
」
と
こ
ろ

「
相
当
の
賑
わ
い
」「
従
来
台
南
に
来
た
り
た
る
芸
人
中
に
は
類
な
き
好
評
」
と
な
り
、
稀
に
み
る
大
入
り
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の

興
行
に
つ
い
て
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
九
日
に
詳
細
が
、
以
下
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

●
桃も

ヽ

川か
は

燕え
ん

林り
ん

一
座ざ　

今こ
ん

度ど

栄さ
か
え

座ざ

よ
り
桃も

ヽ

川か
は

燕え
ん

林り
ん

の
一
桃も

ヽ

川か
は

燕え
ん

林り
ん

を
聘へ

い

し
、
既す

で

に
一
昨さ

く

日じ
つ

の
便び

ん

船せ
ん

に
て
渡と

台た
い

し
た
れ
ば
、
本ほ

ん
じ
つ日

を
初し

よ
に
ち日

と
し
て
台た

い

北ほ
く

座ざ

に
於お

い

て
興こ

う

行ぎ
や
うす

る
筈は

ず

に
て
、
其そ

の

顔か
お

触ぶ
れ

は
主し

ゆ

任に
ん

月げ
つ

遊い
う

軒け
ん

桃も
ヽ

川か
は

燕え
ん

林り
ん

、
同ど

う

雀じ
ゃ
く

林り
ん

、
落ら

く

語ご

家か

と
し
て
三さ

ん

遊い
う

亭て
い

笑せ
ふ

朝て
う

、
朝て

う

鮮せ
ん

演え
ん

芸げ
い

師し

、
姜
鎮
川
、
金
元
基
等と

う

な
る
が
、
此こ

の

姜
鎮
川
は
年ね

ん
れ
い齢

二
十
二
歳さ

い

、
身み

の
丈た

け

二
尺し

や
く

二
寸す

ん

、
又ま

た

金
元
基
は

五
十
二
歳さ

い

に
て
身み

の
丈た

け

二
尺し

や
くと

い
ふ
奇き

人じ
ん

に
て
、
孰い

ず

れ
も
各か

く

国こ
く

の
語ご

に
通つ

う

じ
、
東と

う

京き
や
うに

於お
い

て
頗す

こ
ぶる

持も
て

囃は
や

さ
れ
た
る
人じ

ん

物ぶ
つ

な
り
と
。

扨さ
て

今こ
ん
ば
ん晩

か
ら
の
出だ

し
物も

の

は
、
第だ

い

一
席せ

き

か
げ
芝し

ば

居ゐ

（
惣そ

う

連れ
ん

中ち
う

）、
第だ

い

二
席せ

き

滑こ
つ
け
い稽

落ら
く
ご語

（
月げ

つ

遊い
う

亭て
い

雀じ
ゃ
く

林り
ん

）、
第だ

い

三
席せ

き

義ぎ

士し

銘め
い

々
伝で

ん

（
桃も

ヽ

川か
は

燕え
ん

林り
ん

）、
第だ

い

四
席せ

き

朝て
う

鮮せ
ん

奇き

術じ
ゆ
つ（

姜
鎮
川
）、
第だ

い

五
席せ

き

滑こ
つ

稽け
い

落ら
く

語ご

諸し
ょ

芸げ
い

物も
の

真ま

似ね

（
三さ

ん

遊い
う

亭て
い

笑せ
ふ

朝て
う

）、
餘よ

き

興こ
う

手て

踊お
ど
り（

金
元
基
、
姜

鎮
川
）、
第だ

い

七
席せ

き

家か

庭て
い

新し
ん

講か
う

談だ
ん

乳ち

姉き
や
う

妹だ
い

（
桃も

ヽ
か
わ川

燕え
ん

林り
ん

）、
第だ

い

八
席せ

き

余よ

興き
よ
う

喜き

劇げ
き

景し
よ

色け
い

入い
り

茶ち
や

番ば
ん

（
惣そ

う

連れ
ん

中ち
う

）
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ま
た
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
初
頭
の
台
北
・
台
中
・
台
南
の
演
劇
興
行
を
報
じ
る
「
三
都
の
春
興
行
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
一
五
日
）
は
台
北
座
、
台
中
座
、
台
南
座
と
も
に
、
旧
劇
（
歌
舞
伎
）
が
興
行
し
て
大
入
り
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
記
事
に
よ
れ
ば
台
南
の
水
仙
宮
廟
で
は
、
水
芸
手
品
が
興
行
さ
れ
、

過く
わ

半は
ん

以い

上じ
や
うは

本ほ
ん

島た
う

人じ
ん

の
観

く
わ
ん

客き
や
くに

て
是こ

れ
又ま

た

た
人に

ん

気き

あ
り
し
が
、
本ほ

ん

島た
う

人じ
ん

を
目も

く

的て
き

の
興こ

う

行ぎ
や
うと

し
て
は
木き

戸ど

銭せ
ん

を
と
り
場ば

代だ
い

を
取と

る

こ
と
の
評

ひ
や
う

判ば
ん

悪わ

る
く
、
之じ

れ
は
追お

ひ
込こ

み
に
限か

ぎ

る
如ご

と

し
。
為た

め

に
幾い

く

分ぶ
ん

の
客き

や
くを

減げ
ん

じ
た
る
気き

味み

あ
り
し
も
十
日
迄ま

で

打う
ち

続つ
ヾ

き
十
一
日

よ
り
鳳ほ

う

山ざ
ん

地ち

方は
う

に
移う

つ

り
た
る
筈は

ず

な
り
。

と
、
観
客
の
半
分
は
本
島
人
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
木
戸
銭
を
と
っ
た
こ
と
が
評
判
が
悪
か
っ
た
の
は
、
本
島
人
に
と
っ

て
演
劇
は
祭
事
の
仮
設
舞
台
で
安
価
で
み
る
も
の
で
あ
っ
て
、
劇
場
で
の
商
業
演
劇
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
意

識
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
、台
北
座
で
は
「
我
楽
部
戯
園
」
に
よ
る
「
大
賜
福
」「
摘

桜
会
」「
落
花
園
」「
飛
波
鳧
」「
探
陰
山
」「
宝
林
招
親
」「
大
報
仇
」（
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
一
六
日
『
漢
文
台
湾
日
日

新
報
』「
梨
園
齣
題
」）、六
月
二
四
日
か
ら
も
同
じ
く
「
大
賜
福
」「
征
北
海
」「
戦
太
平
」「
新
安
駅
」「
盤
腸
大
戦
」「
刺
王
僚
」「
海

潮
珠
」（
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
二
四
日
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』「
梨
園
齣
題
」）
と
い
う
中
国
劇
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、

本
島
人
向
け
の
芝
居
に
興
行
の
重
点
を
置
く
姿
勢
が
み
え
る
。
そ
ん
な
な
か
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
九
月
一
八
日
付
『
台
湾

日
日
新
報
』
に
は
、「
本
島
人
向
け
の
劇
場
」
を
建
設
す
る
計
画
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

当た
う

地ち

金か
ね

子こ

圭け
い
す
け介

、
荒あ

ら

井い

泰た
い

治ぢ

、
柵さ

く

瀨ら
い

軍ぐ
ん

之
佐す

け

、
高た

か
い
し
ち
う
ざ
う

石
忠
慥
、
森も

り

田た

廣ひ
ろ
し、

土つ
ち

橋は
し

仙せ
ん

三
郎ら

う

等ら

五し氏
の
発ほ

つ

起き

に
係か

ヽ

る
本ほ

ん

島た
う

人じ
ん

向む

き
の
大だ

い
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劇げ
き

場ぢ
や
う、

新し
ん
ち
く築

の
計け

い

画く
わ
くは

設せ
つ
け
い計

既す
で

に
成な

り
、
其そ

の
筋す

ぢ

へ
願

ね
が
ひ

出で

中ち
う

な
り
し
が
、
い
よ
〳
〵
昨さ

く

日じ
つ

廰ち
や
う

長〳
〵

よ
り
工こ

う

事じ

に
就つ

い

て
は
総す

べ

てて

台た
い

北ほ
く

廰ち
や
うの

指し

揮き

監か
ん

査さ

を
受う

く
べ
き
事こ

と

を
条で

う

件け
ん

と
し
て
許き

よ

可か

せ
ら
れ
た
る
が
、
其そ

の
場ば

所し
よ

は
大だ

い

稻た
う

埕て
い

詔せ
う

安あ
ん

厝さ
く

街ま
ち

五
十
九
、六
十
両り

や
う

番ば
ん

地ち

、
建た

て
つ
ぼ坪

三
百
四
十
八
坪つ

ぼ

一
合が

ふ

、
外ほ

か

二
階か

い

坪つ
ぼ

二
百
七
十
一
坪つ

ぼ

一
合が

ふ

、
正

し
や
う

面め
ん

葺ふ
き

卸お
ろ
し

家や

四
十
九
坪つ

ぼ

、
背は

い

面め
ん

葺ふ
き

卸お
ろ
し

家や

二
十
八
坪つ

ぼ

、
看か

ん

客か
く

席せ
き

は
階か

い

上じ
や
う

四
十
八
坪つ

ぼ

、
階か

い

下か

百
五
坪つ

ぼ

に
し
て
看か

ん
か
く客

定て
い
ゐ
ん員

は
九
百
十
八
人に

ん

な
り
と
。
尚な

ほ

ほ
落ら

く

成せ
い

に
至い

た

る
ま
で
に
今こ

ん

後ご

五
箇か

月げ
つ

を
要え

う

す
る
由よ

し

。

こ
の
計
画
は
前
々
年
の
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
七
）
一
二
月
二
五
日
『
台
湾
日
日
新
報
』「
支
那
劇
場
の
建
設
願
」
で
栄
座
劇
場

合
資
会
社
の
株
主
連
に
よ
っ
て
認
可
願
い
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
翌
年
一
月
一
三
日
に
は
、「
土
橋
仙
三
郎
、
林

樹
本
」
の
両
氏
の
ほ
か
、
大
稻
埕
の
王
明
月
、
北
門
外
街
の
高
蘭
が
そ
れ
ぞ
れ
出
願
す
る
事
と
な
り
、
警
務
課
に
呼
び
だ
さ
れ
て
協

議
の
上
、
全
員
合
同
に
て
劇
場
を
建
設
す
べ
き
と
の
注
意
を
う
け
て
、
本
島
人
と
内
地
人
と
の
合
同
で
建
設
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ

た
。明

治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
二
〇
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
る
と
三
万
余
円
の
予
算
に
て
来
月
初
旬
よ
り
起
工
が
決
ま

る
。
途
中
、
建
設
中
の
事
故
に
て
一
四
名
の
負
傷
者
を
出
す
な
ど
し
て
（
同
年
六
月
六
日
『
台
湾
日
日
新
報
』）、
明
治
四
二
年
九
月

に
「
淡
水
戯
館
」
の
名
で
落
成
す
る
。
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
三
月
一
一
日
の
『
官
報　

第
七
七
〇
九
号
』（
大
蔵
省
印
刷
局
）
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
登
記
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
17
。

支
配
人
選
任
登
記

一
、
支
配
人
ノ
住
所
氏
名　
　
　

大
加
蚋
堡
艋
舺
西
門
外
街
一
丁
目
百
六
十
六
番
戸　
　

森
田　

廣
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一
、
主
人
ノ
住
所
氏
名　
　
　
　

大
加
納
艋
舺
大
稻
埕
下
奎
府
聚
街
五
十
九
番
地　
　

淡
水
戯
館
合
資
会
社

一
、
支
配
人
ヲ
置
き
た
る
場
所　

大
加
納
艋
舺
大
稻
埕
下
奎
府
聚
街
五
十
九
番
地

右
明
治
四
十
二
年
二
月
一
二
月
登
記
ス　
　
　
　

台
北
地
方
法
院

九
月
二
〇
日
の
開
館
式
に
は
、
上
海
か
ら
一
〇
八
名
の
一
座
が
上
海
か
ら
乗
込
み
（
同
年
九
月
一
五
日
『
台
湾
日
日
新
報
』）、「
大

賜
福
」「
解
珠
寶
」「
双
獅
図
」「
翠
風
楼
大
開
張
王
府
」
を
上
演
し
た
（
同
年
同
月
二
一
日
『
台
湾
日
日
新
報
』）。

留
意
す
べ
き
な
の
は
、「
淡
水
戯
館
」
の
建
設
の
時
期
が
、
先
に
み
て
き
た
高
松
豊
次
郎
の
「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
の
計
画
時
と

重
な
る
点
で
あ
る
。
本
島
人
の
娯
楽
共
有
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
「
淡
水
戯
館
」
は
一
見
、
高
松
豊
次
郎
が
い
う
よ
う
な
「
同
化
政

策
」
に
同
調
す
る
動
き
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
本
島
人
向
け
の
劇
場
の
建
設
を
計
画
す
る
に
至
っ
た
背
景
は
、
明
治
四
二

年
（
一
九
〇
九
）
三
月
三
日
『
台
湾
日
日
新
報
』
が
淡
水
戯
館
の
設
立
を
報
じ
る
記
事
中
に
「
台た

い
ほ
く北

に
於お

け
る
内な

い

地ち

人じ
ん

の
娯ご

楽ら
く

機き

関く
わ
んは

近き
ん

来ら
い

著い
ち
じ
るし

く
発は

つ

展て
ん

し
行い

く
に
反は

ん

し
、
本ほ

ん

島た
う

人じ
ん

唯ゆ
ゐ

一
の
娯ご

楽ら
く

な
る
支し

那な

演え
ん

劇げ
き

場ぢ
や
うは

市し

区く

改か
い

正せ
い

の
為た

め

台た
い

北ほ
く

座ざ

が
壊こ

は

さ
れ
て
よ
り
一い

ち

頓と
ん

挫ざ

を
来き

た

し
寂せ

き

寞ば
く

の
感か

ん

あ
り
し
」
と
い
う
言
か
ら
推
察
す
る
に
、
本
島
人
向
け
の
演
劇
興
行
の
必
要
性
に
意
識
が
向
か
っ
て
い
た
こ

と
が
原
因
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
劇
場
経
営
の
戦
略
と
し
て
、
新
演
劇
輸
入
と
い
う
最
後
の
切
り
札

が
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
区
画
整
理
も
あ
っ
て
廃
業
と
な
っ
た
台
北
座
の
新
し
い
経
営
陣
、
す
な
わ
ち
栄
座
を
中
心
と
し
た
株
主
連
た
ち

が
、
本
島
人
向
け
の
演
劇
・
芸
能
が
面
白
く
、
集
客
が
よ
い
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
経
営
上
の
理
由
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

高
松
豊
次
郎
が
、
渡
台
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
劇
場
間
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
提
供
さ
れ
る
劇
に
も
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
演
芸
界
で
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
新
演
劇
役
者
の
不
始
末
や
、「
支
那
劇
」
の
上
演
が
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多
く
な
る
と
い
う
、
演
劇
興
行
界
の
傾
向
を
み
て
、
演
劇
界
へ
の
参
入
を
決
意
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
余
談

な
が
ら
、
明
治
四
三
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
二
日
付
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
、
高
松
豊
次
郎
が
本
島
人
開
発
の
た
め
の
新
俳
優

養
成
所
「
新
派
臺
灣
正
劇
」
の
振
り
付
け
担
当
と
し
て
高
野
潤
次
郎
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
野
は
、
先
に
少
し
触
れ
た
が
、

素
行
不
良
に
よ
り
営
業
鑑
札
が
取
り
消
さ
れ
た
元
彰
義
隊
の
一
員
と
同
姓
同
名
で
あ
る
。
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
々
皮
肉

な
人
選
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
演
劇
人
の
教
育
機
関
の
設
立
の
背
景
に
は
、
台
湾
に
招
へ
い
さ
れ
る
俳

優
ら
の
素
行
に
つ
い
て
の
内
省
も
少
し
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）、
高
松
が
経
営
す
る
朝
日
座
と
、
栄
座
の
合
併
案
「
台
北
劇
場
株
式
会
社
」
計
画
が
提
示
さ

れ
る
。『
台
湾
日
日
新
報
』
同
年
九
月
二
九
日
に
は
、

朝あ
さ

日ひ

座ざ

及お
よ

び
栄

さ
か
え

座ざ

の
合が

つ

併ぺ
い

案あ
ん

は
、
屡し

ば

々〳
〵

当た
う

事じ

者し
や

に
計け

い

画か
く

さ
れ
た
り
し
も
、
負ふ

債さ
い

の
処し

よ

理り

に
付つ

き

、
不ふ

調て
う

に
帰き

し
た
る
儘ま

ヽ

な
り
し
が
、

高た
か

松ま
つ

豊と
よ

次じ

郎ろ
う

氏し

は
、
上

じ
や
う

京き
や
う

中ち
う

合が
ふ

同ど
う

の
協け

ふ

議ぎ

を
進す

す

め
た
る
由よ

し

に
て
資し

本ほ
ん

金き
ん

三
十
万ま

ん

円え
ん

の
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
や

を
組そ

織し
き

し
て
、
台た

い

北ほ
く

各か
く

劇げ
き

場
ぢ
や
う

全ぜ
ん

部ぶ

を
合が

ふ

同ど
う

せ
ん
と
運う

ん

動だ
う

し
た
る
結け

つ

果く
わ

、
略ほ

ぼ
各か

く

座ざ

主し
ゆ

の
承

し
や
う

諾だ
く

を
得え

た
れ
ば
不ふ

日じ
つ

、
荒あ

ら

井ゐ

、
柵さ

く

瀬ら
い

氏し

等ら

の
重お

も

な
る
関

く
わ
ん

係け
い

者し
や

の
帰き

台た
い

を
待ま

ち
、
創さ

う

立り
つ

計け
い

画く
わ
くを

発は
つ

表ぺ
う

し
、
発ほ

つ

起き

人に
ん

引ひ
き

受う

け
株か

ぶ

を
定さ

だ

め
た
る
上う

へ

、
不ふ

足そ
く

株か
ぶ

を
一
般ぱ

ん

募ぼ

集し
ふ

に
付ふ

す
る
筈は

ず

な
り
と

と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
質
、
既
存
の
劇
場
が
高
松
の
会
社
へ
合
併
吸
収
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
台
湾
の
劇

場
の
多
く
が
高
松
の
傘
下
に
入
る
と
い
う
局
面
を
迎
え
る
。高
松
の
演
劇
界
の
参
入
は
、台
湾
演
劇
界
に
と
っ
て
大
き
な
画
期
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
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七
、
ま
と
め

以
上
、
明
治
三
〇
年
代
～
四
〇
年
代
初
頭
の
台
湾
に
お
け
る
劇
場
と
「
新
演
劇
」
興
行
の
動
向
を
確
認
し
て
き
た
。
ま
ず
、
明
治

三
〇
年
代
に
興
行
し
て
い
た
新
演
劇
は
、
高
松
豊
次
郎
が
招
へ
い
し
た
川
上
音
二
郎
や
、「
台
湾
正
劇
練
習
所
」
の
趣
旨
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
内
地
人
む
け
の
娯
楽
に
供
す
る
目
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
劇
場
経
営
の
健
全
化
や
他
座
へ
の

対
抗
意
識
の
た
め
に
、
興
行
と
し
て
の
新
規
性
に
着
目
し
た
選
択
で
あ
っ
た
。
ま
た
呼
ば
れ
た
俳
優
は
、
政
治
的
な
意
図
や
演
劇
に

対
す
る
信
念
は
希
薄
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
治
四
二
年
に
な
っ
て
、
高
松
豊
次
郎
は
本
島
人
向
け
の
俳
優
養
成
所
「
台

湾
正
劇
練
習
所
」
を
企
画
し
、
本
島
人
の
た
め
に
演
劇
の
「
教
育
」
を
始
め
る
が
、
そ
こ
で
は
「
支
那
劇
」
に
対
す
る
蔑
視
と
、
内

地
思
想
の
押
し
付
け
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
来
の
劇
場
主
は
、
同
じ
頃
に
本
島
人
向
け
の
興
業
を
試
行
し
て
お
り
、「
淡

水
戯
館
」
で
は
、
興
行
的
な
利
益
の
観
点
か
ら
か
、「
支
那
劇
」
を
む
し
ろ
歓
迎
し
た
。
新
演
劇
の
動
向
、
本
島
人
向
け
の
演
劇
活

動
と
い
う
点
で
は
、
や
や
も
す
れ
ば
同
じ
線
上
の
事
象
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
高
松
豊
次
郎
の
活
動
と
、
そ
れ
以
前
の
劇
場

主
の
興
行
の
在
り
方
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
両
者
の
対
応
は
、
植
民
地
に
お
け
る
同
化
・
教
化
・
慣
習
・
文
化
の
尊
重
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
古
典
劇
と
近
代
化
と
い

う
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
多
く
の
材
料
を
あ
た
え
て
く
れ
る
18
。
し
か
し
そ
の
議
論
の
前
に
、
高
松
豊
次
郎
が
、
本
島
人
の
「
教

育
」
の
た
め
に
用
い
た
「
正
劇
」
は
、
川
上
音
二
郎
の
掲
げ
る
理
想
と
一
致
し
、
か
つ
伊
藤
博
文
ら
政
治
家
の
考
え
る
演
劇
の
姿
で

あ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
は
同
化
政
策
へ
の
協
力
と
い
う
側
面
が
多
分
に
あ
る
が
、
高
松
に
政
治
家
に
組
し
た
移
植
者
の
姿
だ
け
を
重

ね
合
わ
せ
て
考
え
て
良
い
か
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
さ
ら
に
視
点
を
変
え
て
、
日
本
の
大
阪
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
芝
居
小
屋
の
仕
組
み
が
崩
壊
し
、
ほ
と
ん
ど
の
劇
場

が
、
松
竹
の
傘
下
に
入
る
時
期
と
、
高
松
に
よ
る
台
湾
劇
場
の
掌
握
が
重
な
る
の
を
、
た
だ
の
偶
然
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
そ
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こ
に
は
明
治
維
新
以
来
、
演
劇
興
行
界
を
め
ぐ
る
仕
組
み
が
時
代
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
の
変
化
が
急
激
に
顕
在
化
し
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。
高
松
の
政
治
的
な
一
面
だ
け
で
な
く
、
興
行
師
と
し
て
の
手
腕
、
旧
来
の
興
行
と
の
違
い
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

１ 

笹
川
慶
子
「
帝
国
日
本
の
映
画
配
給
ー
台
北
の
帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
と
西
日
本
ー
」（
関
西
大
学　

な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
大
阪
文
化
の
多
角
的
研
究
ー
文

学
・
言
語
・
映
画
・
国
際
事
情
』、
二
〇
一
七
年
三
月
二
一
日
）

２ 

拙
稿
「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
新
演
劇
興
行
の
実
態
―
明
治
三
十
八
年
台
南
座
蜻
蛉
会
の
芝
居
番
付
よ
り
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
三
号
、

二
〇
二
三
年
三
月
、https://doi.org/10.18910/91250
）

３ 

大
園
市
蔵
編
『
台
湾
人
物
誌
（
一
名
台
湾
人
名
辞
書
）』（
一
九
一
六
年
、
谷
沢
書
店
）「
八
九
～
九
〇
頁
、
同
書
「
台
湾
年
鑑
」
七
〇
頁
。

４ 

呂
訴
上
『
臺
灣
電
影
戲
劇
史
』（
一
九
六
一
年
、
銀
華
出
版
部
）

５ 

石
婉
舜
「
殖
民
地
版
新
派
劇
的
創
成
―
「
臺
灣
正
劇
」
的
美
學
與
政
治
」『
戯
劇
学
刊
』
一
二
、二
〇
一
〇
年
。
原
文
「
就
政
治
層
面
來
看
，
一
九
一
〇
年
代
，
在
漢

人
武
裝
抗
日
勢
力
消
退
以
及
日
人
武
力
鎮
壓
山
地
原
住
民
的
同
時
，
隨
著
現
代
化
建
設
的
展
開
，「
全
島
一
體
感
」
的
共
同
體
意
識
正
在
殖
民
地
社
會
醞
釀
，「
正
劇
」

劇
場
直
接
參
與
了
這
個
歷
史
過
程
。
那
一
個
個
在
「
正
劇
」
舞
臺
上
登
場
的
現
代
「
個
人
」（
主
人
公
們
），
他
們
身
處
的
世
界
以
科
學
知
識
與
法
治
觀
念
為
運
行
中
樞
，

區
分
社
會
為
新
與
舊
、
進
步
與
落
後
、
光
明
與
黑
暗
的
兩
邊
，
隱
含
一
個
依
殖
民
者
價
值
標
準
設
定
的
新
社
會
階
序
，
形
塑
觀
眾
的
自
我
認
同
（
即
「
我
們
」）。「
正
劇
」

因
而
是
一
個
由
殖
民
者
主
導
，從
受
殖
者
的
精
神
面
施
予
殖
民
地
化
的
工
程
。
另
外
，一
如
日
本
新
派
劇
在
興
起
的
過
程
之
中
，與
日
本
現
代
「
國
民
」
意
識
相
輔
相
成
，

「
正
劇
」
不
僅
在
美
學
上
，
也
在
政
治
上
延
伸
、
複
製
新
派
劇
的
經
驗
，
實
為
不
折
不
扣
的
「
殖
民
地
版
新
派
劇
」」

６ 

毛
利
三
彌
「
イ
プ
セ
ン
以
前
―
明
治
期
の
演
劇
近
代
化
を
め
ぐ
る
問
題
（
一
）」『
美
学
美
術
史
論
集
』
六
、一
九
八
七
年
七
月
）

７ 

近
藤
弘
幸
「
魔
術
の
女
王
の
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
―
松
旭
斎
天
一
・
天
勝
と
〈
奇
術
劇
〉
の
展
開
―
」（『
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
』
第
一
〇
三
号
、
二
〇
二
二
年

九
月
）

８ 

村
松
梢
風
『
魔
術
の
女
王
』
新
潮
社
、
一
九
五
七
年
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９ 

井
上
理
恵 「
日
本
統
治
で
生
ま
れ
た
川
上
の
演
劇
「
台
湾
鬼
退
治
」、「
オ
セ
ロ
」、
生
蕃
討
伐
」
―
」（『
吉
備
国
際
大
学
研
究
紀
要 

社
会
学
部
』
一
九
、二
〇
〇
九
年
。

10 
毛
利
三
彌
「
イ
プ
セ
ン
以
前
（
承
前
・
川
上
音
二
郎
の
こ
と
）
―
明
治
期
の
演
劇
近
代
化
を
め
ぐ
る
問
題
（
二
）」『
美
学
美
術
史
論
集
』
七
、一
九
八
八
年
一
一
月

11 
李
応
寿
「
玄
界
灘
を
渡
っ
た
川
上
音
二
郎
」（『
日
本
研
究
』
二
二
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）

12 

外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
外
務
省
の
百
年　

上
巻
』（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
四
一
四
～
四
三
六
頁

13 

陳
怡
如
「
台
湾
に
お
け
る
興
行
取
締
規
則
の
制
定
と
実
施
―
皇
民
化
運
動
期
以
前
の
大
衆
演
劇
活
動
か
ら
の
考
察
―
」『
文
化
政
策
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
八

年14 

日
置
貴
之
「
明
治
三
十
六
年
「
台
北
役
者
評
判
記
」（
一
）（
二
）」『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
五
五
七
、五
六
〇
、二
〇
二
一
1
年
九
月
、
一
二
月
）

15 

大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
一
九
〇
五
年
三
月
三
〇
日
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真
、
明
治
三
八
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン https://dl.ndl.

go.jp/pid/2950036 (

参
照 2026-01-13)

16 

注
８
と
同
じ

17 

大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
一
九
〇
九
年
三
月
一
一
日
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真
、
明
治
四
二
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン https://dl.ndl.

go.jp/pid/2951059 (

参
照 2026-01-13)

18 

た
と
え
ば
、
邱
昱
翔
「
太
平
洋
戦
争
期
の
布
袋
劇
」（『
中
国
学
志
』
三
二
巻
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
で
は
、
当
時
の
植
民
統
治
政
策
と
演
劇
統
制
の
果
た
し
た
役

割
を
布
袋
劇
の
例
か
ら
論
じ
て
お
り
参
考
に
な
る
。
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